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サ
ク
ラ
の
満
開
の
便
り
と
と
も
に
今
年
も
新

入
生
を
迎
え
た
。
新
入
生
諸
君
に
は
、
定
め
ら

れ
た
学
修
の
期
間
を
有
意
義
に
過
ご
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
▼
３
月
、
列
島
は
新
横
綱
・
稀

勢
の
里
の
優
勝
に
沸
い
た
。
け
が
を
押
し
て
の

出
場
に
は
、
新
横
綱
と
し
て
の
責
任
感
、
精
神

力
の
強
さ
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
▼
３
月
場
所

は
、「
荒
れ
る
春
場
所
」
と
い
わ
れ
る
。
元
小

結
・
舞
の
海
秀
平
氏
の
『
テ
レ
ビ
で
は
言
え
な

い
大
相
撲
観
戦
の
極
意
』（
ポ
プ
ラ
新
書
）
に

よ
れ
ば
、
そ
の
ル
ー
ツ
は
昭
和
28
年
に
さ
か
の

ぼ
る
▼
当
時
は
現
在
と
同
じ
４
横
綱
時
代
。
初

日
か
ら
横
綱
の
休
場
や
大
不
振
、
さ
ら
に
は
千

代
の
山
の
横
綱
返
上
騒
ぎ
ま
で
巻
き
起
こ
っ
た

こ
と
が
発
端
だ
と
い
う
。
平
成
に
入
っ
て
か
ら

は
、
ジ
ン
ク
ス
も
崩
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。
今

年
も
結
果
的
に
は
上
位
陣
の
一
騎
打
ち
と
な
っ

た
。
け
が
を
抱
え
な
が
ら
土
俵
に
上
が
っ
た
稀

勢
の
里
と
大
関
・
照
ノ
富
士
の
優
勝
争
い
。
痛

み
を
口
に
せ
ず
土
俵
に
立
ち
続
け
た
２
人
の
姿

に
は
賛
辞
を
送
り
た
い
▼
テ
レ
ビ
中
継
が
伝
え

た
客
席
に
は
違
和
感
も
覚
え
る
。
力
士
を
応
援

す
る
会
場
一
体
と
な
っ
た
手
拍
子
は
、
対
戦
相

手
へ
の
威
圧
の
よ
う
に
も
感
じ
る
。
ま
ず
い
取

り
口
へ
の
悪
口
雑
言
も
い
た
だ
け
な
い
▼
ひ
い

き
の
力
士
が
い
よ
う
と
も
他
者
へ
の
配
慮
に
欠

け
る
言
動
は
「
ひ
い
き
の
引
き
倒
し
」
だ
。
相

撲
は
、
国
技
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り
、
興

行
で
あ
り
、
伝
統
文
化
で
あ
り
、
神
事
で
も
あ

る
。
心
身
を
鍛
え
、
神
聖
な
土
俵
に
臨
む
力
士

に
、
等
し
く
敬
意
を
払
っ
て
こ
そ
本
当
の
相
撲

フ
ァ
ン
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

本
計
画
で
は
、
国
学
院
大
学
ほ
か

法
人
傘
下
の
６
教
育
機
関
が
、
５
年

後
の
あ
り
た
い
姿
と
し
て
「
将
来

像
」
と
「
教
育
目
標
」
を
そ
れ
ぞ
れ

設
定
し
た
。
建
学
の
精
神
な
ら
び

に
、
基
本
指
針
で
あ
る
３
つ
の
慮お

も

い

（「
伝
統
と
創
造
の
調
和
」「
個
性
と

共
生
の
調
和
」「
地
域
性
と
国
際
性

の
調
和
」
）
に
立
脚
し
た
戦
略
に
よ

り
、
法
人
総
体
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド

力
強
化
を
目
指
す
。

　

本
学
は
、
将
来
像
を
「
人
文
・
社

会
科
学
系
の
『
標し

る
べ
』
と
な
る
」、
教

育
目
標
を
「
主
体
性
を
持
ち
、
自
立

し
た
『
大
人
』
の
育
成
」
と
設
定
し

た
。
本
学
の
固
有
の
価
値
が
社
会
に

評
価
さ
れ
る
と
と
も
に
、
在
学
生
・

卒
業
生
が
誇
り
を
持
て
る
大
学
の
実

現
な
ど
８
つ
の
戦
略
を
設
定
し
、
取

り
組
み
を
行
う
。
計
画
の
遂
行
に
つ

い
て
赤
井
益
久
学
長
は
「
努
力
し
続

け
る
姿
、
挑
戦
す
る
姿
勢
そ
の
も
の

が
標
と
な
る
よ
う
邁
進
す
る
」
と
し

て
い
る
。 

【
６
、
７
面
詳
報
】

135
年
を
礎
に 

新
た
な
挑
戦

　

学
校
法
人
国
学
院
大
学
で
は
、
創

立
１
２
０
周
年
の
平
成
14
年
に
ス
タ

ー
ト
し
た
「
21
世
紀
研
究
教
育
計

画
」
の
第
４
次
計
画
を
策
定
し
、
本

年
度
か
ら
５
年
間
に
わ
た
っ
て
推
進

し
て
い
く
。
今
次
の
計
画
で
は
、
法

人
の
目
標
に
「
国
学
院
ブ
ラ
ン
ド
の

確
立
と
強
化
」
を
掲
げ
、「
新
た
な

価
値
の
創
造
に
挑
戦
」（
坂
口
𠮷
一

理
事
長
）
す
る
。

　

本
年
11
月
、
母
体
で
あ
る
皇
典
講

究
所
の
創
立
か
ら
１
３
５
年
の
節
目

を
迎
え
る
。
伝
統
を
ふ
ま
え
「
国
学

院
」
は
ど
こ
ま
で
成
長
で
き
る
の
か

―
新
た
な
挑
戦
と
な
る
計
画
が
始
動

す
る
。

　

本
学
の
平
成
29
年
度
入
学
式
が
大
学
院
・
法
科
大
学
院
は
４

月
１
日
に
、
学
部
・
専
攻
科
・
別
科
は
２
日
に
厳
か
な
雰
囲
気

の
中
、
挙
行
さ
れ
た
。
学
部
・
専
攻
科
・
別
科
・
大
学
院
を
合

わ
せ
た
本
年
度
の
入
学
者
２
４
８
８
人
が
新
た
な
学
生
生
活
の

一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
赤
井
益
久
学
長
は
学
部
入
学
式
で
は
中

国
古
典
の
「
志
あ
る
者
、
事こ

と

竟つ
い

に
成
る
」
な
ど
の
言
葉
を
、
大

学
院
で
は
本
居
宣
長
の
35
年
に
わ
た
る
研
究
姿
勢
を
紹
介
し
、

「
志
を
立
て
、
学
び
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
」
を
説
い
た
。

　

真
新
し
い
ス
ー
ツ
な
ど
に
身
を
包
ん
だ
新
入
生
か
ら
は
「
学

生
生
活
や
サ
ー
ク
ル
活
動
が
楽
し
み
」
や
「
緊
張
し
て
い
る
」

な
ど
期
待
と
不
安
が
入
り
交
じ
っ
た
声
が
あ
る
一
方
、「
調
べ

た
結
果
、（
本
学
が
）
希
望
す
る
大
手
企
業
の
就
職
に
有
利
だ

っ
た
の
で
ど
う
し
て
も
入
り
た
か
っ
た
」
な
ど
気
合
の
入
っ
た

コ
メ
ン
ト
も
あ
っ
た
。 

【
２
面
詳
報
】

21
世
紀
研
究
教
育
計
画

第
４
次
を
策
定

平
成
29
年
度 

入
学
式
挙
行

21世紀研究教育計画（第４次）による「新たな挑戦」がスタートした春。
渋谷キャンパスに集う学生の表情は明るい。

紙面リニューアル!!国学院大学
学 報

２面
詳報
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卒業奉告祭・入学奉告祭を斎行
　３月17日に卒業奉告祭が、４月１日に入
学奉告祭が、坂口𠮷一理事長、赤井益久学
長、大学関係者らが参列して本学渋谷キャン
パス神殿でそれぞれ斎行された。卒業奉告祭
では、修了を迎える別科生らが伶人として奉
仕し、厳かに雅楽を演奏した。
　また、入学奉告祭では、新入生代表も参列
し、玉串を神前にささげ拝礼した。

平成29年度入学者数（大学）
◎大学院◆博士課程前期◇文学研究科71人
▷神道学・宗教学専攻11人▷文学専攻34人
▷史学専攻26人◇法学研究科▷法律学専攻6
人◇経済学研究科▷経済学専攻7人◆博士課
程後期◇文学研究科20人▷神道学・宗教学
専攻6人▷文学専攻10人▷史学専攻4人◇法
学研究科▷法律学専攻0人◇経済学研究科▷ 
経済学専攻0人（大学院合計104人）
◎学部◆文学部734人▷哲学科71人▷史学科
201人▷日本文学科273人▷中国文学科66人
▷外国語文化学科123人◆経済学部540人▷
経済学科215人▷経済ネットワーキング学科
165人▷経営学科160人◆法学部▷法律学科
526人▶法律専攻412人▶法律専門職専攻54
人▶政治専攻60人◆神道文化学部▷神道文
化学科195人◆人間開発学部344人▷初等教
育学科104人▷健康体育学科134人▷子ども
支援学科106人（学部合計2339人）
◎専攻科▷神道学専攻科神道学専攻40人　
（専攻科合計40人）
◎別科▷神道専修Ⅰ類2人▷神道専修Ⅱ類3
人（別科合計5人） [総計2488人]

法人傘下諸学校入学生・入園児数
　学校法人国学院大学傘下の諸学校、幼稚園
の平成29年度入学生および入園児数は次の
とおり。カッコ内は、入学・入園式等挙行月日。
◎ 国学院大学北海道短期大学部［４月10
日］＝268人▶本科▷国文学科92人▷総合
教養学科110人▷幼児・児童教育学科60人
▶専攻科▷福祉専攻6人
◎国学院高等学校［４月７日]＝610人
◎ 国学院大学久我山高等学校［４月７日]＝
507人
◎ 国学院大学久我山中学校［４月７日]＝
319人
◎ 国学院大学附属幼稚園［４月11日]＝50人
◎ 国学院幼稚園［４月10日]＝47人

　

平
成
29
年
度
の
本
学
入
学
試
験
で
は
、
一
般
入
試
の

志
願
者
が
２
万
５
千
人
を
突
破
し
た
。
18
歳
人
口
の
減

少
が
続
く
中
、
４
年
度
以
来
25
年
ぶ
り
の
実
績
と
な
っ

た
。
今
年
度
は
、
一
般
入
試
全
制
度
で
、
手
書
き
志
願

票
に
よ
る
出
願
を
廃
止
し
、
全
て
ｗ
ｅ
ｂ
（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
）
出
願
に
変
更
し
た
の
を
は
じ
め
地
方
入
試
会

場
の
新
設
な
ど
、
入
試
改
革
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
結

果
、
Ｖ
方
式
Ⅱ
期
を
除
く
全
て
の
入
試
で
、
軒
並
み
志

願
者
を
伸
ば
し
、
一
般
入
試
全
体
で
は
前
年
比
13
・
６

％
増
と
な
っ
た
。

　

こ
の
結
果
に
つ
い
て
、
針
谷
壮
一
入
学
試
験
委
員
長

・
文
学
部
教
授
は
「
入
試
制
度
改
革
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
試
験
日
程
の
変
更
や
外
部
英
語
検
定
試
験
利
用

の
導
入
な
ど
、
受
験
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
た
こ
と

が
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
出
張

講
義
で
本
学
の
魅
力
を
地
道
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
た
こ

と
も
大
き
い
」
と
分
析
し
て
い
る
。

今号から紙面を
リニューアル

　今号から紙面をリニューアルしました。中面を特集面として、毎号国学院大学の多彩な顔を紹介していきます。新コラム「若木が丘だより」「博物館　学芸員の資料ファイル」もスタート。情報欄「インフォダイジェスト」も充実させ、読者に役立つ情報をお届けします。
　次号からは、ダブルフロント・スタイルを取り入れ、最終面からは学生アドバイザー（学生記者）が中心に制作する学生面「K:DNA」を掲載します。

赤
井
学
長「
志
あ
る
者
、事
竟
に
成
る
」

学
部
・
専
攻
科
・
別
科
入
学
式

　

本
学
学
部
・
専
攻
科
・
別
科
の

入
学
式
は
４
月
２
日
、
東
京
都
港

区
の
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

新
高
輪
の
「
飛
天
」
で
文
学
部
・

人
間
開
発
学
部
・
神
道
文
化
学
部

・
神
道
学
専
攻
科
・
別
科
神
道
専

修
（
午
前
）、
法
学
部
・
経
済
学

部
（
午
後
）
の
２
部
に
分
け
て
挙

行
さ
れ
た
。
坂
口
𠮷
一
理
事
長
、

赤
井
益
久
学
長
を
は
じ
め
と
す
る

教
職
員
、
大
勢
の
家
族
ら
と
と
も

に
、
長
い
受
験
勉
強
を
終
え
、
晴

れ
晴
れ
と
し
た
表
情
の
新
入
生
が

式
に
臨
ん
だ
。

　

国
歌
斉
唱
に
続
い
て
の
告
辞
で

赤
井
学
長
は
、
ク
ラ
ー
ク
博
士
の

「
少
年
よ
、
大
志
を
抱
け
」
の
続

き
で
あ
る
「
人
と
し
て
あ
る
べ
き

生
き
方
を
全
う
す
る
た
め
に
」

と
、
中
国
の
古
典
の
「
志
あ
る

者
、
事こ

と
つ
い竟
に
成
る
」
と
い
う
言
葉

を
引
き
合
い
に
、
志
を
持
つ
こ
と

の
重
要
性
を
説
い
た
。
そ
し
て

「
目
標
の
達
成
は
容
易
で
は
な
い

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
大
学
に
お

け
る
勉
学
は
、
み
な
さ
ん
を
旅
の

目
的
地
に
き
っ
と
運
ん
で
く
れ
る

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん

の
可
能
性
の
扉
は
全
て
開
か
れ
て

29
年
度
一
般
入
試
志
願
者

２
万
５
千
人
突
破

大
学
院
入
学
式

学
長「
本
居
宣
長
を
手
本
に
」

い
ま
す
」
と
激
励
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
学
学
生
の
保
護
者

ら
で
組
織
す
る
若
木
育
成
会
の
三

竹
俊
彦
会
長
は
祝
辞
で
「
国
学
院

大
学
は
学
生
に
親
切
な
大
学
で

す
。
就
職
や
日
々
の
生
活
ま
で
、

き
め
細
か
い
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
け
る
」
と
紹
介
し
た
。

続
く
新
入
生
代
表
宣
誓
で
は
文
学

部
・
土
井
良
記
君
（
日
文
）、
神

道
文
化
学
部
・
小
山
侑
香
さ
ん
、

人
間
開
発
学
部
・
平
野
愛
さ
ん

（
子
支
）、
法
学
部
・
島
崎
隼
輔

君
、
経
済
学
部
・
岩
元
ひ
ろ
の
さ

ん
（
経
ネ
）
が
本
学
を
学
舎
に
選

ん
だ
理
由
を
述
べ
、
学
生
生
活
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
を
誓
っ
た
。

　

記
念
講
演
で
は
午
前
の
部
に
神

道
文
化
学
部
の
岡
田
莊
司
教
授
が

「
神
道
と
学
問
」、
午
後
の
部
は

経
済
学
部
の
尾
近
裕
幸
教
授
が

「『
本
で
で
き
た
大
学
』
の
学
生

に
な
っ
た
君
た
ち
へ
」
と
題
し
て

講
演
し
た
。

　

入
学
式
を
終
え
て
法
学
部
の
新

入
生
、
山
中
広
夢
君
は
「
法
律
の

授
業
と
柔
道
部
を
両
立
さ
せ
た
学

校
生
活
を
送
り
、
人
生
の
中
の
大

事
な
４
年
間
に
し
た
い
」
と
意
気

込
み
を
語
っ
た
。

口
𠮷
一
理
事
長
、
赤
井
益
久
学
長

ら
関
係
教
職
員
が
出
席
し
、
新
入

生
１
０
４
人
を
新
た
な
研
究
者
と

し
て
歓
迎
し
た
。

　

赤
井
学
長
は
告
辞
で
、
江
戸
時

代
の
国
学
者
・
本
居
宣
長
を
引
き

合
い
に
志
高
く
研
究
を
続
け
る
こ

と
の
意
義
を
説
き
、「
み
な
さ
ん

の
こ
れ
か
ら
の
研
鑽
を
期
待
し
て

い
る
」
と
結
ん
だ
。
続
い
て
金
子

修
一
大
学
院
委
員
長
が
祝
辞
を
述

べ
、
新
入
生
を
代
表
し
大
番
彩
香

さ
ん
（
博
後
文
）
が
「（
校
歌
の

歌
詞
で
も
あ
る
）
も
と
つ
心
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
道
を
歩
み
進
め

て
い
き
た
い
」
と
宣
誓
し
、
式
は

つ
つ
が
な
く
終
了
し
た
。

　

本
学
大
学
院
の
平
成
29
年
度
入

学
式
が
４
月
１
日
、
渋
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

常
磐
松
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。
坂
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派遣研究員の
派遣期間延長および変更
　国学院大学における派遣研究員の派遣期間
延長および変更が決まった。氏名・研究課題
・派遣先・派遣期間は次のとおり。
◎期間延長◆国外派遣研究員◇法学部▶佐藤
秀勝教授▷「契約上の地位の移転」制度の多
角的研究▷テュービンゲン大学法学部▷平成
29年10月１日～平成30年3月31日
◎期間変更◆国内派遣研究員◇文学部▶髙屋
景一准教授▷想像力に注目した教育理論およ
び実践に関する研究▷国際基督教大学図書
館、国立国会図書館、ニューヨーク市立図書
館および市内学校　他▷平成29年4月1日～
平成30年3月31日

　

本
学
は
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(U

RL　

http://
www.kokugakuin.ac.jp/)

を
全
面
的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
、
４
月
１
日
か
ら
公
開
し
た
。
よ
り
〝
開
か
れ
た

国
学
院
大
学
〞
を
目
指
す
取
り
組
み
の
象
徴
と
し
て
、

今
回
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
大
幅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
踏
み
切

っ
た
。
研
究
の
蓄
積
に
よ
る
〝
知
〞
を
広
く
社
会
に
還

元
す
る
と
い
う
、
大
学
の
あ
る
べ
き
姿
を
体
現
し
た
本

学
の
基
幹
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
学
内
の
知
的
資
産
や
魅

力
に
つ
い
て
、
よ
り
積
極
的
に
発
信
し
て
い
く
。

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
閲
覧

者
の
閲
覧
履
歴
や
登
録
内
容
に
応
じ
て
、
そ
の
人
に
最

適
と
思
わ
れ
る
情
報
を
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
や
各
ペ
ー
ジ

の
最
下
部
な
ど
に
お
す
す
め
表
示
す
る
〝
レ
コ
メ
ン
ド

機
能
〞
が
加
え
ら
れ
た
。
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
な
ど
で
多

く
活
用
さ
れ
て
い
る
同
機
能
の
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
実
装
は
、
先
駆
的
な
試
み
と
い
え
る
。

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

大学院がインターンシップ協定
　考古学を学ぶ大学院生に発掘現場を経験し
てもらうため、本学大学院文学研究科と埼玉
県埋蔵文化財調査事業団がインターンシップ
・プログラムに関する協定を締結した。プロ
グラムは、埋蔵文化財調査に携わる自治体職
員などを目指す大学院生らを対象としてい
る。３月８日に調印式が行われた。今年度か
らのインターン参加を予定している。
　同事業団は埼玉県内の埋蔵文化財の調査研
究などを行う公益財団法人。

吉川博士記念賞に二戸氏
　本学は、二

に と

戸麻砂彦山梨県立大学教授・本
学文学部兼任講師が国語学の有益な研究に著
した功績を称え、吉川泰雄博士記念賞を授与
した。同賞は本学学長であった吉川泰雄博士
の学績を記念して設けられた。選考対象者は
本学卒業生ら関係者。二戸氏は著書『節用文
字の音注研究』（汲古書院、平成27年刊）で
古辞書「節用文字」の音注を分析・解明して
日本漢字音史に貢献したことが評価された。
表彰式は３月15日に行われた。

訃 報  林陸朗名誉教授
　国学院大学名誉教授の林陸
朗氏が、２月17日に逝去。91
歳。通夜は24日、告別式は25
日に日本基督教団中野教会（中

野区）で執り行われた。
　林氏は、大正14年生まれ。昭和24年国学
院大学学部史学科卒業。同年同文学部助手、
40年同専任講師、41年同助教授、44年同教
授。平成８年定年退職、同年名誉教授。在職
中、法人理事や文学部長、大学院委員長、図
書館長などを歴任。

２氏に学位記を授与
　本学は二戸麻砂彦山梨県立大
学教授・本学文学部兼任講師に
博士（文学）、茅野信行本学経
済学部教授（当時）に博士（経
済学）の学位を授与することを
決定した。３月15日、渋谷キャ
ンパスで赤井益久学長から両氏
に学位記が贈られた。
　二戸氏の学位申請論文は「節用文字の音注
研究」。主査は久野マリ子本学文学部教授。
副査は諸星美智直同教授と清水史・愛媛大学
教授。同論文は、古辞書「節用文字」の漢字
音注に関する研究。
　茅野氏の学位申請論文は「東西冷戦終結後
の世界穀物市場」。主査は高橋克秀本学経済
学部教授。副査は三石誠司宮城大学教授、農
林水産省大臣官房国際部の成田喜一国際情報
分析官、久保田裕子本学経済学部教授。同論
文は、冷戦終結後に変化する世界の穀物市場
を多面的な角度から分析している。

茅野氏

二戸氏

赤
井
学
長「
未
来
を
修
理
り
固
め
成
せ
」

平
成
28
年
度
学
部
・
専
攻
科
・
別
科
卒
業
式

　

本
学
の
平
成
28
年
度
第
１
２
５

回
卒
業
式
は
３
月
19
日
、
グ
ラ
ン

ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
新
高
輪
「
飛

天
」
で
坂
口
𠮷
一
理
事
長
、
赤
井

益
久
学
長
ら
役
教
職
員
と
卒
業

生
、
家
族
が
出
席
し
て
挙
行
さ
れ

た
。
学
部
・
専
攻
科
・
別
科
の
卒

業
生
２
５
２
８
人
は
、
赤
井
学
長

な
ど
多
く
の
激
励
を
受
け
大
学
を

巣
立
っ
た
。

　

午
前
は
法
学
部
、
経
済
学
部
、

人
間
開
発
学
部
の
３
学
部
、
午
後

は
文
学
部
、
神
道
文
化
学
部
と
神

道
学
専
攻
科
、
別
科
神
道
専
修
の

式
典
が
行
わ
れ
た
。
国
歌
斉
唱
に

続
き
、
赤
井
学
長
が
各
学
部
と
専

攻
科
別
科
修
了
の
総
代
に
卒
業
証

書
・
学
位
記
と
修
了
証
書
を
授
与

し
た
。
赤
井
学
長
は
式
辞
で
古
事

記
を
引
用
し
「
卒
業
を
機
に
こ
れ

ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
学
ん

だ
事
柄
を
こ
れ
か
ら
の
力
と
し
て

新
た
な
る
未
来
を
修つ

理く

り
固
め
成

せ
」
と
語
っ
た
。

　

続
い
て
国
学
院
大
学
院
友
会
の

𠮷
田
茂
穗
会
長
が
祝
辞
を
贈
り
、

宮
内
靖
彦
法
学
部
長
・
教
授
（
当

時
）、
尾
近
裕
幸
経
済
学
部
長
・

教
授
（
同
）、
新
富
康
央
人
間
開

発
学
部
長
・
教
授
（
同
）、
野
呂

健
文
学
部
長
・
教
授
（
同
）、
武

田
秀
章
神
道
文
化
学
部
長
・
教
授

が
「
卒
業
生
に
贈
る
言
葉
」
で
激

励
し
た
。

　

そ
の
後
、
卒
業
生
を
代
表
し

午
前
の
式
で
は
木
村
嘉
叡
君

（
法
）、
午
後
の
式
で
は
高
橋
亮

一
君
（
史
）
が
答
辞
を
述
べ
た
。

　

式
典
で
は
若
木
育
成
会
に
よ
る

成
績
優
秀
者
の
表
彰
も
行
わ
れ

た
。
卒
業
生
ら
は
式
典
後
、
そ
れ

ぞ
れ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
動
。
各

教
室
で
卒
業
証
書
・
学
位
記
、
修

了
証
書
の
授
与
を
受
け
、
学
部
ご

と
の
卒
業
祝
賀
会
に
臨
ん
だ
。

　

森
本
天
弥
君
（
経
）
は
「
文
化

祭
で
漫
画
研
究
会
の
仲
間
と
制
作

物
の
完
成
を
喜
び
合
っ
た
こ
と
が

一
番
の
思
い
出
。
就
職
す
る
広
告

業
界
で
も
、
学
生
時
代
に
育
ん
だ

発
想
や
熱
意
を
広
告
制
作
に
生
か

し
た
い
」
と
晴
れ
晴
れ
と
し
た
表

情
で
語
っ
て
い
た
。

　

平
成
28
年
度
の
本
学
大
学
院
と

法
科
大
学
院
学
位
記
授
与
式
は
３

月
17
日
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
学
術

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
常
磐
松
ホ
ー

ル
で
坂
口
𠮷
一
理
事
長
、
赤
井
益

久
学
長
を
は
じ
め
関
係
教
職
員
ら

が
出
席
し
て
挙
行
さ
れ
た
。

　

式
典
で
は
大
学
院
博
士
課
程
後

期
修
了
生
８
人
の
氏
名
が
読
み
上

げ
ら
れ
、
赤
井
学
長
が
博
士
学
位

記
を
授
与
。
続
い
て
法
科
大
学
院

修
了
生
７
人
の
紹
介
と
法
務
博
士

学
位
記
の
授
与
が
行
わ
れ
た
。
ま

た
、
本
学
内
に
東
京
弁

護
士
会
が
開
設
し
た
渋

谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
法
律
事

務
所
指
導
の
「
リ
ー

ガ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
上

級
」
を
修
得
し
た
法

科
大
学
院
修
了
生
２
人
に
、
日
本

臨
床
法
学
教
育
協
会
の
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
博
士
課

程
後
期
所
定
単
位
修
得
退
学
者
14

人
の
紹
介
と
博
士
課
程
前
期
修
了

生
80
人
に
対
す
る
修
士
学
位
記
授

与
が
行
わ
れ
た
。
式
辞
で
赤
井
学

長
は
ド
イ
ツ
の
社
会
学
者
、
マ
ッ

ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
講
演
や
福

沢
諭
吉
の
「
学
問
の
す
ゝ
め
」
を

引
用
し
「
学
は
人
な
り
」
と
説
き

「
絶
え
ず
人
類
の
未
来
を
見
据
え

た
学
ぶ
者
の
矜
持
を
忘
れ
て
は
い

け
な
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

大
学
院
・
法
科
大
学
院
学
位
記
授
与
式

８
人
が
博
士
後
期
修
了 

法
科
大
学
院
修
了
７
人

答
辞
を
述
べ
る
高
橋
亮
一
君（
午
後
の
部
）
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予
算
成
立

平
成
29
年
度

◇
資
金
収
支
予
算 

　

資
金
収
支
予
算
は
会
計
年
度
中

の
す
べ
て
の
収
入
予
算
お
よ
び
支

出
予
算
の
内
容
と
支
払
資
金
の
顛

末
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

◇
事
業
活
動
収
支
予
算 

　

事
業
活
動
収
支
予
算
は
、
①
教

　

平
成
29
年
度
国
学
院
大
学
予
算
は
、
３
月
28
日
開
催
の
理
事
会
・

評
議
員
会
で
承
認
、
成
立
し
た
。

　

本
学
の
役
教
職
員
人
事
が
、
平

成
29
年
４
月
１
日
付
で
発
令
さ
れ

た
。
役
職
者
に
お
け
る
異
動
・
新

任
者
な
ど
で
主
な
も
の
は
次
の
通

り
。

　

役
職
者 

◎  

文
学
部
▼
学
部
長
▽
石
川
則
夫

▼
副
学
部
長
▽
出
世
直
衛
（
以

上
任
期
２
年
）

◎  

経
済
学
部
▼
学
部
長
▽
橋
元
秀

一
▼
副
学
部
長
▽
根
岸
毅
宏

（
同
）

◎  

法
学
部
▼
学
部
長
▽
門
広
乃
里

子
▼
副
学
部
長
▽
一
木
孝
之

（
同
）

◎  

神
道
文
化
学
部
▼
学
部
長
▽
武

田
秀
章
▼
副
学
部
長
▽
茂
木
栄

（
同
）

◎  

人
間
開
発
学
部
▼
学
部
長
▽
田

沼
茂
紀
▼
副
学
部
長
▽
山
田
佳

弘
（
同
）

◎ 

専
攻
科
長
▽
岡
田
莊
司
（
同
）

◎ 
別
科
長
▽
茂
木
貞
純
（
同
）

◎  
大
学
院
▼
大
学
院
委
員
長
・
文

学
研
究
科
委
員
長
▽
金
子
修
一

▼
文
学
研
究
科
幹
事
▽
石
本
道

明
▼
経
済
学
研
究
科
委
員
長
▽

紺
井
博
則
▼
同
幹
事
▽
金
子
良

太
▼
法
学
研
究
科
委
員
長
▽
宮

内
靖
彦
▼
同
幹
事
▽
坂
本
一
登

（
同
）

◎  

法
科
大
学
院
▼
法
科
大
学
院
長

▽
武
田
誠
▼
同
副
院
長
▽
福
岡

英
明
（
以
上
任
期
１
年
）

◎  

研
究
開
発
推
進
機
構
▼
研
究
開

発
推
進
機
構
長
・
日
本
文
化
研

究
所
長
▽
井
上
順
孝
（
任
期
１

年
）
▼
国
学
院
大
学
博
物
館

長
、
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
長

（
任
期
２
年
）、
校
史
・
学
術

資
産
研
究
セ
ン
タ
ー
長
（
代
行

・
任
期
１
年
）
▽
笹
生
衛
▼
校

史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー

長
▽
根
岸
茂
夫
▼
研
究
開
発
推

進
セ
ン
タ
ー
長
▽
阪
本
是
丸

（
以
上
任
期
２
年
）

◎  

教
育
開
発
推
進
機
構
▼
教
職
セ

ン
タ
ー
長
・
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

長
▽
柴
﨑
和
夫
▼
共
通
教
育
セ

ン
タ
ー
長
▽
大
久
保
桂
子
▼
学

修
支
援
セ
ン
タ
ー
長
▽
東
海
林
孝

一▼
ラ
ン
ゲ
ー
ジ・
ラ
ー
ニ
ン
グ・セ

ン
タ
ー
長
▽
樋
口
秀
実（
同
）

◎  

入
学
部
長
▽
尾
近
裕
幸
（
同
）

◎  

就
職
部
長
▽
本
久
洋
一
（
同
）

◎  

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
長

▽
田
沼
茂
紀
（
同
）

◎  

図
書
館
長
▽
石
井
研
士
（
同
）

　

昇
格
異
動
等 

〔
教
員
〕

◎ 

文
学
部
◆
教
授
▽
吉
岡
孝
◆
准

教
授
▽
山
﨑
雅
稔

◎ 

経
済
学
部
◆
教
授
▽
大
西
祥
惠

◎ 

神
道
文
化
学
部
◆
教
授
▽
齊
藤

大
学
の
主
な
役
教
職
員
人
事

法
人
の
主
な
役
教
職
員
人
事

智
朗
▽
松
本
久
史

◎ 

人
間
開
発
学
部
◆
教
授
▽
藤
田

大
誠
◆
准
教
授
▽
神
事
務
▽
吉

永
安
里

◎ 

研
究
開
発
推
進
機
構
◆
教
授
▽

平
藤
喜
久
子

◎ 

教
育
開
発
推
進
機
構
◆
教
授
▽

中
山
郁

〔
大
学
事
務
局
〕

◎ 

総
務
部
人
事
課
長
兼
務
を
解
く

▽
長
谷
川
顕
子
総
務
部
人
事
担

当
次
長
・
総
務
部
人
事
課
長
兼

務
◎ 

教
学
事
務
部
教
務
課
長
兼
務
・

教
学
事
務
部
教
育
開
発
推
進
機

構
事
務
課
長
兼
務
を
解
く
▽
仙

北
谷
穂
高
教
学
事
務
部
次
長
・

教
学
事
務
部
教
育
開
発
推
進
機

構
事
務
課
長
兼
務

◎ 

教
学
事
務
部
教
育
開
発
推
進
機

構
担
当
次
長
・
教
学
事
務
部
教

育
開
発
推
進
機
構
事
務
課
長
兼

務
▽
原
田
佳
昌
教
学
事
務
部
教

務
課
長

◎ 

総
務
部
人
事
課
長
▽
本
浪
義
武

総
務
部
人
事
課
長
補
佐

◎ 

総
合
企
画
部
広
報
課
長
▽
原
口

章
総
合
企
画
部
広
報
課
長
補
佐

◎ 

教
学
事
務
部
教
育
開
発
推
進
機

構
事
務
課
教
職
担
当
課
長
▽
小

林
博
毅
学
生
事
務
部
学
生
生
活

課
長

◎ 

教
学
事
務
部
教
務
課
担
当
課
長

▽
松
本
忠
和
教
学
事
務
部
教
務

課
長
補
佐

◎ 

学
生
事
務
部
学
生
生
活
課
長
▽

前
田
浩
司
教
学
事
務
部
教
育
開

発
推
進
機
構
事
務
課
教
職
担
当

課
長

◎ 

学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務

部
図
書
館
事
務
課
長
▽
安
達
匠

総
合
企
画
部
広
報
課
長

◎ 

資
料
室
担
当
兼
務
〈
学
術
メ
デ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
部
図
書
館

事
務
課
担
当
課
長
〉
▽
川
島
富

貴
子
学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事

務
部
図
書
館
事
務
課
担
当
課
長

　

新
任
（
移
籍
・
任
期
延
長
・ 

　

任
用
形
態
変
更
含
む
） 

〔
教
員
〕

◎ 

文
学
部
◆
教
授
▽
新
倉
真
矢
子

◆
准
教
授
（
特
別
専
任
）
▽
服

部
比
呂
美
◆
助
教
▽
手
塚
雄
太

◆
助
手
▽
朝
倉
一
貴

◎ 

経
済
学
部
◆
教
授
（
特
別
専

任
）
▽
高
橋
尚
子
◆
准
教
授
▽

細
谷
圭
◆
助
教
（
特
別
専
任
）

齊
藤
光
弘

◎ 

法
学
部
◆
教
授
（
特
別
専
任
）

▽
永
森
誠
一
◆
専
任
講
師
▽
川

村
尚
子

◎ 

神
道
文
化
学
部
◆
専
任
講
師
▽

星
野
光
樹

◎ 

人
間
開
発
学
部
◆
教
授
▽
田
村

学
◆
助
教
▽
伊
藤
英
之
▽
廣
井

雄
一
◆
助
手
▽
鈴
木
王
香

◎ 

研
究
開
発
推
進
機
構
◆
助
教
▽

上
西
亘
▽
齋
藤
公
太
▽
渡
邉
卓

◆
助
教
（
特
別
専
任
）
▽
吉
永

博
彰

◎ 

教
育
開
発
推
進
機
構
◆
教
授

（
特
別
専
任
）
▽
久
保
田
正
人

▽
溝
越
彰
◆
准
教
授
▽
鈴
木
崇

義
◆
助
教
▽
戸
村
理

◎ 

客
員
教
授
▽
浅
野
温
子
▽
嵐
山

光
三
郎
▽
岩
下
尚
史
▽
北
澤
豪

▽
さ
だ
ま
さ
し
▽
佐
藤
美
穗
▽

東
儀
秀
樹
▽
德
川
恒
孝
▽
平
林

岳
▽
松
平
定
知
（
以
上
平
成
30

年
３
月
31
日
ま
で
）

〔
大
学
事
務
局
〕

◆ 

専
任
▼
総
合
企
画
部
企
画
・
エ

ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
事
業
担
当
部

長
▽
滝
田
忠
之
▼
総
務
部
総
務

課
書
記
補
▽
松
澤
美
里
（
総
務

部
総
務
課
事
務
嘱
託
）
▼
教
学

事
務
部
教
育
開
発
推
進
機
構
事

務
課
書
記
補
▽
荒
澤
祥
子
（
教

学
事
務
部
教
育
開
発
推
進
機
構

事
務
課
事
務
嘱
託
）
▼
財
務
部

経
理
課
書
記
補
▽
清
水
猛
（
財

務
部
経
理
課
事
務
嘱
託
）
▼
総

合
企
画
部
広
報
課
▽
江
場
仁
彦

▼
教
学
事
務
部
教
務
課
▽
神
山

拓
未
▼
教
学
事
務
部
大
学
院
事

務
課
▽
末
次
明
日
美
▼
学
生
事

務
部
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
▽

加
藤
希
美

◆ 

嘱
託
▼
神
道
研
修
事
務
部
神
道

研
修
事
務
課
事
務
嘱
託
▽
春
田

華
奈
▼
総
務
部
総
務
課
嘱
託
▽

千
葉
信
幸
▼
総
合
企
画
部
エ
ク

ス
テ
ン
シ
ョ
ン
事
業
課
事
務
嘱

託
▽
小
池
陽
子

 

（
平
成
29
年
４
月
１
日
付
）

育
活
動 

②
教
育
活
動
以
外
の
経

常
的
な
活
動 

③ 

①
②
以
外
の
活

動
に
対
応
す
る
事
業
活
動
収
支
及

び
事
業
活
動
支
出
の
内
容
を
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
当
該
会
計

年
度
に
お
い
て
基
本
金
に
組
み
入

れ
る
額
を
控
除
し
た
、
当
該
会
計

年
度
の
諸
活
動
に
対
応
す
る
す
べ

事業活動収支予算書　平成29年4月1日から平成30年3月31日まで　（単位：百万円）

教
育
活
動
収
支

事業活動
収入の部

科　目 予算 前年度予算 増　減
特
別
収
支

事業活動
収入の部

科　目 予算 前年度予算 増　減
学生生徒等納付金 13,586 14,034 △448 その他の特別収入 337 337 0
手数料 618 619 △1 特別収入計 337 337 0
寄付金 167 170 △3 事業活動

支出の部
資産処分差額 25 72 △47

経常費等補助金 2,108 2,141 △33 特別支出計 25 72 △47
付随事業収入 167 196 △29 特別収支差額 312 265 47
雑収入 349 442 △93 ［予備費］ 499 529 △30
教育活動収入計 16,995 17,602 △607 　基本金組入前当年度収支差額 452 1,045 △593

事業活動
支出の部

人件費 9,488 9,712 △224 　基本金組入額合計 △3,418 △3,605 187
教育研究経費 5,656 5,438 218 　当年度収支差額 △2,966 △2,560 △407
管理経費 1,349 1,306 43 　前年度繰越収支差額 △1,560 1,000
教育活動支出計 16,493 16,456 37 　基本金取崩額 3 0

教育活動収支差額 502 1,146 △644 　翌年度繰越収支差額 △4,523 △1,559
教
育
活
動
外
収
支

事業活動
収入の部

受取利息・配当金 156 195 △39

（参考）

教育活動外収入計 156 195 △39

事業活動
支出の部

借入金等利息 19 32 △13

教育活動外支出計 19 32 △13
教育活動外収支差額 137 163 △26 　事業活動収入計 17,488 18,135 △647
経常収支差額 639 1,309 △670 　事業活動支出計 17,037 17,090 △53

資金収支予算書　　平成29年４月１日から平成30年３月31日まで　（単位：百万円）
収入の部

科目 予算 前年度予算 増減
学生生徒等納付金収入 13,586 14,034 △448
手数料収入 618 619 △1
寄付金収入 469 470 △1
補助金収入 2,128 2,164 △36
資産売却収入 0 51 △51
付随事業・収益事業収入 167 196 △29
受取利息・配当金収入 156 195 △39
雑収入 349 442 △93
借入金等収入 1,067 627 440
前受金収入 2,929 2,991 △62
その他の収入 1,946 1,472 474
資金収入調整勘定 △3,164 △3,436 272
当年度収入合計 20,251 19,825 426
前年度繰越支払資金 10,873 12,729 △1,856
収入の部合計 31,124 32,554 △1,430

支出の部
科目 予算 前年度予算 増減

人件費支出 9,490 9,649 △159
教育研究経費支出 4,054 3,831 223
管理経費支出 1,207 1,161 46
借入金等利息支出 19 32 △13
借入金等返済支出 1,290 850 440
施設関係支出 1,522 748 774
設備関係支出 380 361 19
資産運用支出 2,621 4,461 △1,840
その他の支出 184 261 △77
予備費 499 529 △30
資金支出調整勘定 △179 △203 24
当年度支出合計 21,087 21,681 △594
翌年度繰越支払資金 10,037 10,873 △836

支出の部合計 31,124 32,554 △1,430

　

法
人
の
主
な
役
教
職
員
人
事
は

次
の
と
お
り
。

　

退
職
（
任
期
満
了
） 

◎ 

内
部
監
査
室
長
（
嘱
託
）
▽
喜

多
山
健
二
◎
内
部
監
査
室
（
嘱

託
）
▽
須
藤
議
雄

　

退
職 

◎ 

国
学
院
大
学
北
海
道
短
期
大
学

部
事
務
局
長
▽
平
野
富
康

（
以
上
平
成
29
年
３
月
31
日
付
）

　

昇
格
等 

◎ 

内
部
監
査
室
長
兼
務
▽
橋
本
憲

市
郎
（
法
人
参
事
・
法
人
事
務

局
長
）

◎ 

国
学
院
大
学
北
海
道
短
期
大
学

部
副
学
長
▽
平
野
泰
樹

◎ 

国
学
院
大
学
北
海
道
短
期
大
学

部
事
務
局
長
心
得
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
課
長

兼
務
▽
吉
田
裕
一
（
事
務
局
次

長
・
事
務
管
理
・
学
生
支
援
セ

ン
タ
ー
課
長
（
事
務
管
理
担

当
）
兼
務
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
課
長
兼
務
）

◎ 

法
人
事
務
局
書
記
▽
安
西
香
菜

子
（
法
人
事
務
局
書
記
補
）

 

（
以
上
平
成
29
年
４
月
１
日
付
）

て
の
事
業
活
動
及
び
事
業
活
動
支

出
の
均
衡
の
状
態
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、「
３
つ
の
活
動
に
対
応
す

る
事
業
活
動
収
入
及
び
事
業
活
動

支
出
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
」

＝
区
分
経
理
、「
均
衡
の
状
態
を

明
ら
か
に
す
る
」
＝
収
支
の
均
衡

を
主
な
目
的
と
し
て
い
る
。

　

詳
細
は
、
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
る
。

 

（
財
務
部 

経
理
課
）
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教育開発推進機構

大 学 事 務 局

①筑波大学大学院博士課
程文芸・言語研究科中
退。千葉大学教授を経て
現職。②英語教育の改革

をするために赴任しました。２年をめ
どに、これまでどの大学でも行われた
ことのない新しい英語科目の制度設計
をします。

◆教授（特別専任）
　久保田正人（くぼたまさひと）

①東北大学大学院文学研
究科修士課程（言語学・
英語学専攻）修了。 静
岡大学、東北大学、東京

女子大学の助教授・教授職などを経て
現職（東北大学名誉教授）。②日本に
関心を寄せる海外の人々が増えている
中で、国学院は日本文化の発信と国際
理解に大きな役割を果たせる可能性が
あります。そのための英語教育の環境
作りに貢献したいと願っています。

◆教授（特別専任）
　溝越彰（みぞこしあきら）

①玉川大学工学部経営工
学科卒業。丸善㈱（現
丸善雄松堂㈱）を経て現
職。②中期計画である

「21世紀研究教育計画（第４次）」が
本年度より実行されます。ここで掲げ
る５年後の姿「人文・社会科学系の
『標』となる」を実現すること、そのため
に目標達成の視点で従来の枠組みを超
えて柔軟な業務遂行をしてまいりま
す。 皆様の力が不可欠ですので、ご協
力の程よろしくお願い申し上げます。

◆ 総合企画部企画・エクステンシ
ョン事業担当部長
　滝田忠之（たきたただゆき）

①国学院大学神道文化学
部神道文化学科卒業。国
学院大学総務部校友課・
同総務課事務嘱託を経て

現職。②伝統ある母校に奉職できるこ
とを大変光栄に思います。国学院大学
の名に恥じぬよう、また感謝の気持ち
を忘れず、職員としての責任を果たせ
るよう精進して参ります。何卒、よろ
しくお願い申し上げます。

◆総務部総務課書記補
　松澤美里（まつざわみさと）

①国学院大学経済学部経
営学科卒業。国学院大学
国際交流事務部国際交流
課・教学事務部教育開発

推進機構事務課事務嘱託を経て現職。
②長い歴史と伝統ある母校で奉職でき
ますことを大変嬉しく思います。学生
に寄り添う気持ちを忘れずに、学生の
成長と本学のさらなる発展に貢献でき

◆ 教学事務部教育開発推進機構事
務課書記補
　荒澤祥子（あらさわさちこ）

文 学 部

経 済 学 部

①上智大学大学院外国語
学研究科言語学専攻博士
後期課程満期退学。上智
大学外国語学部ドイツ語

学科教授を経て現職。②専門はドイツ
語音声学・音韻論、ドイツ語教育で
す。日常ドイツ語会話の音声に関わる
現象とその背後にある規則性について
研究しています。ドイツ語の４技能の
育成と言語知識の習得に貢献していく
所存です。

◆教授
　新倉真矢子（にいくらまやこ）

①一橋大学大学院経済学
研究科博士後期課程修
了。博士（経済学、一橋
大学）。日本学術振興会

特別研究員、東北学院大学経済学部准
教授等を経て現職。②マクロ経済学、
公共経済学が専門領域です。人口減少
社会・少子高齢社会のマクロ経済への
影響や震災復興のマクロ経済問題など
を中心に，学生とともに研究していき
たいと思います。

◆准教授
　細谷圭（ほそやけい）

①東京大学大学院情報学
環・学際情報学府修士課
程修了。経営コンサルタ
ントなどを経て現職。②

企業における人材開発・組織開発が専

◆助教（特別専任）
　齊藤光弘（さいとうみつひろ）

①国学院大学大学院文学
研究科博士課程後期修
了。博士（民俗学）。国
立文化財機構東京文化財

研究所客員研究員、白根記念渋谷区郷
土博物館・文学館学芸員、本学兼任講
師などを経て現職。②日本各地で子ど
も集団が主体となる民俗行事などの実
態から研究を進めてきました。今後も
フィールドワークを重視する本学の民
俗学の伝統を継承し、一層の努力をい
たす所存です。

◆准教授（特別専任）
　服部比呂美（はっとりひろみ）

①国学院大学大学院文
学研究科博士課程後期
修了。博士（歴史学）。
鎌ケ谷市郷土資料館主事

（兼）学芸員を経て現職。②近現代日
本の政治史・地域史を専門としていま
す。このたび母校である国学院大学に
奉職することとなりました。本学の実
証史学の伝統を守り、また発展させら
れるよう、精進していきたいと思って
おります。

◆助教
　手塚雄太（てづかゆうた）

法 学 部

人 間 開 発 学 部

研究開発推進機構

①同志社大学大学院法学
研究科博士後期課程単位
取得退学。②民法、なか
でも契約法を専門として

います。歴史と伝統ある本学で、研究
にしっかりと取り組むとともに、法律
学におけるものの考え方や他者との議
論を通じて多様な価値観に触れ理解す
る姿勢、そしてその面白さを学生に伝
えられるよう精進してまいります。

◆専任講師
　川村尚子（かわむらなおこ）

①新潟大学教育学部卒
業。文部科学省教科調査
官、国立教育政策研究所
教育課程調査官、文部科

学省視学官などを経て現職。②21世
紀に求められる資質・能力の育成に向
けた「主体的・対話的で深い学び」を
実現するためには、「アクティブ・ラ
ーニング」と「カリキュラム・マネジ
メント」が必要です。学生の皆さんと
新しい教育について考えていきたいと
思います。

◆教授
　田村学（たむらまなぶ）

①東京大学大学院人文社
会系研究科博士課程単位
取得退学。本学ポスドク
研究員などを経て現職。

博士（文学）。②専門は日本思想史・
宗教史です。これまで近世から明治期
にかけての神道思想について研究して
きました。本学では多様な視点から日
本文化研究を深め、その成果を社会に
発信していけるよう、力を尽くしてま
いりたいと思います。

◆助教
　齋藤公太（さいとうこうた）

①国学院大学大学院文学
研究科博士課程後期修
了。博士（神道学）。本
学兼任講師・ポスドク研

究員などを経て現職。②中世・近世の
神道・神社の歴史および、祭祀のため
の用具（祭具）の研究を専門としてい
ます。神道・日本文化の講究並びにそ
の成果の国内外への発信を軸として、
伝統ある本学の一層の発展のために邁
進してまいる所存です。

◆助教（特別専任）
　吉永博彰（よしながひろあき）

門です。学生の皆さんが社会に出た後
に、本学で学んで良かったと思えるよ
うな学びの機会を創れるように、精進
いたします。ご指導のほど、よろしく
お願いいたします。

◆財務部経理課書記補
　清水猛（しみずたけし）

①国学院大学文学部日本
文学科卒業。国学院大学
財務部経理課事務嘱託を
経て現職。②母校のさら

なる発展のために、これまで以上に精
進してまいります。そして何より、在
学生がよりよい学生生活を送り、社会
に貢献できる大人へとなれるよう、持
ち前の体力をいかして精一杯尽力いた
します。ご指導のほどよろしくお願い
いたします。

◆総合企画部広報課
　江場仁彦（えばまさひこ）

①平成29年３月慶応義塾
大学文学部人文社会学科
倫理学専攻卒業。②この
度総合企画部広報課への

配属となりました。私なりに見つけた
本学の良さ・素晴らしさを多くの方々
にお伝えし、国学院と関わりを持てて
良かったとより感じていただくべく頑
張ります。本学のさらなる発展の一翼
を担いたいです。

◆教学事務部教務課
　神山拓未（かみやまたくみ）

①平成29年３月国学院大
学法学部法律学科卒業。
②この度教学事務部教務
課に配属になりました。

さまざまな業務を率先して行い、早く
業務を覚え、母校である国学院大学に
貢献していきたいです。また自分が行
ってきた業務を振り返り、反省点を見
つけ、改善していくことを心がけま
す。至らない点も多いと思いますが、
日々精進していきますので、よろしく
お願い致します。

◆教学事務部大学院事務課
　末次明日美（すえつぐあすみ）

①平成29年３月国学院大
学文学部史学科卒業。②
職員として母校に恩返し
ができることを大変嬉し

く思います。学生が充実した大学生活
を送れるように心のあたたかい職員に
なる事、大学の魅力をもっともっと多
くの方々に感じていただけるような職
員になる事が目標です。精一杯頑張り
ますので、皆様よろしくお願いいたし
ます。

◆学生事務部キャリアサポート課
　加藤希美（かとうのぞみ）

①平成29年３月学習院女
子大学国際文化交流学部
日本文化学科卒業。②多
くの素晴らしい先人たち

が作り上げてきた国学院大学で働ける
ことを、嬉しく思います。職員として
の自覚・責任を持ち、学生一人一人が
のびのびと学び、誇りを抱ける学校を
作れるよう努力してまいります。どう
ぞよろしくお願いいたします。

るよう、尽力して参ります。どうぞよ
ろしくお願い致します。

新 任 専 任 教 職 員 紹 介
今年度４月、本学に着任した専任の教職員19人のプロフィールを紹介する。丸数字は①略歴②抱負。
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今
日
の
教
育
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

少
子
高
齢
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展

等
、
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
教
育
内
容

や
方
法
を
は
じ
め
、
社
会
か
ら
求
め
ら
れ

る
教
育
機
関
の
役
割
も
複
雑
化
・
多
様
化

し
て
い
ま
す
。

　

混
迷
を
深
め
る
時
代
に
お
い
て
、
学
校

法
人
と
し
て
永
続
性
を
担
保
し
な
が
ら
、

発
展
・
充
実
し
て
い
く
た
め
に
は
、
組
織

と
し
て
の
目
標
を
明
確
に
定
め
、
戦
略
に

基
づ
い
て
資
源
を
集
中
的
に
投
下
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
学
校
法
人
国

学
院
大
学
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏

ま
え
て
、
法
人
の
５
年
後
の
目
標
を
「
国

学
院
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
強
化
」
と
定
め

た
第
４
次
の
「
21
世
紀
研
究
教
育
計
画
」

を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。「
21
世
紀
研
究

教
育
計
画
」
は
、
１
期
５
ヶ
年
の
中
期
計

画
で
あ
り
、
創
立
１
２
０
周
年
を
契
機
と

し
て
、
平
成
14
年
度
に
策
定
さ
れ
、
以
降

３
期
15
年
に
わ
た
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。
第
４
次
計
画
で
は
、
15
年
間

の
成
果
検
証
と
、
創
立
以
来
１
３
５
年
の

歴
史
の
な
か
で
形
成
さ
れ
た
基
盤
を
も
と

に
、
新
た
な
価
値
の
創
造
に
挑
戦
し
ま

す
。

　

目
標
に
掲
げ
た
「
国
学
院
」
ブ
ラ
ン
ド

と
は
、
学
校
法
人
国
学
院
大
学
に
関
わ
る

全
て
の
人
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
も
の
で

す
。
園
児
・
生
徒
・
学
生
の
成
長
に
よ
っ

て
評
価
さ
れ
る
教
育
の
質
や
、
各
教
育
機

関
が
輩
出
す
る
人
材
の
活
躍
等
に
よ
っ
て

得
ら
れ
る
社
会
的
評
価
、
教
育
・
研
究
に

関
す
る
教
職
員
の
取
り
組
み
へ
の
評
価
、

積
極
的
な
情
報
発
信
に
よ
る
知
名
度
向
上

な
ど
の
総
体
が
、「
国
学
院
」
ブ
ラ
ン
ド

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
考
え
に

基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
は
大
学
中
心
の
計
画

で
あ
っ
た
「
21
紀
研
究
教
育
計
画
」
を
、

今
次
の
計
画
か
ら
法
人
全
体
で
取
り
組
む

も
の
と
位
置
づ
け
ま
し
た
。

　

法
人
傘
下
の
各
教
育
機
関
は
、
こ
の

「
国
学
院
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
強
化
」
と

い
う
大
き
な
方
向
性
の
中
で
中
期
計
画
を

策
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
長
を
活
か
し
た

取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
各

教
育
機
関
が
策
定
し
た
計
画
は
、
５
年
後

の
あ
り
た
い
姿
を
明
示
し
た
将
来
像
と
、

将
来
像
達
成
に
向
け
た
戦
略
と
に
よ
っ

て
、
何
を
す
べ
き
か
、
何
が
で
き
る
か
を

想
起
し
や
す
い
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
ま

す
。
法
人
と
し
て
は
、
各
教
育
機
関
の
計

画
が
円
滑
に
遂
行
さ
れ
る
た
め
に
、
ガ
バ

ナ
ン
ス
体
制
を
よ
り
一
層
強
化
し
、
安
定

的
な
財
政
基
盤
の
た
め
の
施
策
や
施
設
・

設
備
等
の
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

第
４
次
計
画
の
取
り

組
み
期
間
で
あ
る
、
平

成
29
年
度
か
ら
平
成
33

年
度
の
５
年
間
は
、
創

立
１
４
０
周
年
、
１
５

０
周
年
を
見
据
え
た
、

将
来
を
左
右
す
る
重
要
な
時
期
と
な
り
ま

す
。
第
４
次
計
画
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

各
教
育
機
関
の
魅
力
や
価
値
が
向
上
し
、

そ
の
結
果
、
学
校
法
人
国
学
院
大
学
の

「
ブ
ラ
ン
ド
力
」
が
確
立
さ
れ
、
強
化
さ

れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
、
本
計
画
を
軸
に
、
激
変
す
る
時
代
を

生
き
抜
く
力
を
持
ち
、
学
校
法
人
国
学
院

大
学
の
使
命
で
あ
る
日
本
と
日
本
文
化
を

世
界
に
発
信
で
き
る
人
材
の
育
成
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

世
界
に
発
信
で
き
る
人
材
育
成

学
校
法
人
国
学
院
大
学 

理
事
長　

坂
口 

𠮷
一

　

第
４
次
計
画
で
は
、
取
り
組

み
主
体
を
大
学
か
ら
法
人
全
体
へ

と
拡
大
し
た
。
教
育
の
質
に
と
ど

ま
ら
な
い
総
体
と
し
て
の
「
国
学

院
ブ
ラ
ン
ド
」
を
目
標
と
し
て
掲

げ
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
強
化
や
安

定
的
な
経
営
基
盤
の
整
備
に
ま
で

及
ぶ
広
範
囲
な
課
題
に
対
し
て
、

戦
略
と
行
動
計
画
を
設
定
し
た
。

　

戦
略
は
、目
的
を
意
識
で
き
る

よ
う
達
成
後
の
姿
と
し
て
言
語
化

し
、「
教
育
」「
研
究
」「
グ
ロ
ー
バ

ル
」「
社
会
貢
献
・
地
域
連
携
」「
経

営
政
策
」の
５
つ
の
視
点
で
、行
動

計
画
の
方
向
性
を
指
し
示
し
て
い

る
。ま
た
、評
価
指
標
と
し
て
、将

来
像
に
ふ
さ
わ
し
い
目
標
値
を
掲

げ
る
こ
と
で
、挑
戦
す
る
姿
勢
を

意
識
づ
け
て
い
る
。

将
来
像
と
教
育
目
標 

各
教
育
機
関
が
設
定

　

将
来
像
と
教
育
目
標
を
策
定
す

る
に
あ
た
り
、
法
人
傘
下
各
校
で

は
現
状
を
分
析
し
、
強
み
と
弱

み
、
社
会
的
要
因
と
し
て
機
会
と

な
る
要
素
、
脅
威
と
な
る
要
素
を

列
挙
し
、
課
題
と
と
も
に
、
今
後

５
年
間
を
か
け
て
注
力
し
て
い
く

項
目
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
た
。

　

国
学
院
大
学
は
、
こ
れ
ま
で
の

計
画
の
検
証
結
果
を
ふ
ま
え
、
取

り
組
み
課
題
を
精
選
し
、
社
会
か

ら
の
負
託
に
応
え
発
展
し
た
姿
を

示
し
た
。
国
学
院
大
学
北
海
道
短

期
大
学
部
に
お
い
て
は
、
地
域
と

の
関
係
性
を
重
視
し
、
国
学
院
高

等
学
校
と
国
学
院
大
学
久
我
山
中

学
・
高
等
学
校
で
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
社
会
の
進
展
を
見
据
え
た
人
材

の
育
成
を
掲
げ
て
い
る
。
国
学
院

大
学
附
属
幼
稚
園
と
国
学
院
幼
稚

園
に
お
い
て
は
、
豊
か
な
感
性
を

育
む
体
験
教
育
を
う
た
っ
て
い
る

【
上
図
参
照
】。

　

ま
た
、戦
略
は
、学
生
や
生
徒
、

園
児
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
者
や

社
会
か
ら
ど
の
よ
う
な
評
価
を
得

た
い
の
か
、そ
の
た
め
に
は
、ど
の

よ
う
な
仕
組
み
が
出
来
て
い
る
必

要
が
あ
る
の
か
、さ
ら
に
は
、構
成

員
一
人
ひ
と
り
が
ど
の
よ
う
な
こ

と
に
努
め
、組
織
と
し
て
の
能
力

の
向
上
を
目
指
す
の
か
と
い
う
３

つ
の
視
点
を
用
い
て
策
定
し
た
。

戦
略
に
目
標
と
な
る 

成
果
指
標

　

第
３
次
で
導
入
し
た
目
標
値
設

定
の
検
証
を
も
と
に
、
戦
略
ご
と

に
客
観
的
成
果
指
標
を
設
定
し

た
。
行
動
指
標
で
は
な
く
、
成
果

指
標
と
す
る
こ
と
で
、
行
動
す
る

こ
と
が
目
的
化
す
る
こ
と
な
く
、

当
初
の
目
的
を
意
識
し
た
行
動
と

な
る
よ
う
、
留
意
し
て
い
る
。

　

今
次
の
計
画
は
、各
校
が
戦
略

に
基
づ
い
た
行
動
計
画
を
遂
行
す

る
こ
と
で
、将
来
像
を
達
成
す
る

構
造
と
な
っ
て
い
る
。今
後
は
、本

計
画
を
中
心
に
、教
育
・
研
究
を
は

じ
め
と
し
た
諸
活
動
を
推
進
し
、

各
校
の
魅
力
を
高
め
て
い
く
。

【 

各
校
の
戦
略
と
行
動
計
画
は
本
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
】

学
校
法
人

国
学
院
大
学

各校の総合力で次なるステージへ

150
周
年
に
向
け 

始
動
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　国学院大学の将来像は、「人文・社会科学系の『標
しるべ

』となる」と定め
ました。「標」には、人文・社会科学系における指標や目標となるとい
う思いを込めています。今次の計画では、創立以来135年にわたる実績
を礎に、強みをさらに伸ばし、本質を究める大学を目指します。
　教育目標は、「主体性を持ち、自立した『大人』の育成」とし、本学
での学びによって、豊かな知と実践力を養い、多様化する社会を生き抜
き、動かすことのできる人材を育成してまいります。
　将来像に向かい、孜

し し

々として努力し続ける姿、挑戦する姿勢そのもの
が、みなさまにとっての標となるよう、邁進してまいります。

本質を究める大学目指す
国学院大学 学長　赤井 益久

　

本
学
は
５
年
後
の
将
来
像
に

「
人
文
・
社
会
科
学
系
の
『
標
』

と
な
る
」、
教
育
目
標
に
「
主
体

性
を
持
ち
、
自
立
し
た
『
大
人
』

の
育
成
」
を
掲
げ
た
。
将
来
像
に

向
け
た
８
つ
の
戦
略
と
【
上
図

参
照
】、
各
戦
略
に
対
し
て
５
〜

10
件
の
行
動
計
画
を
設
定
し
て
い

る
。
各
戦
略
の
行
動
計
画
へ
の
ス

ト
ー
リ
ー
は
次
の
と
お
り
。

戦 

略
１
：「
国
学
院
大
学
が
持
つ

固
有
の
価
値
」
と
は
、
創
立
１

３
０
有
余
年
間
で
培
っ
た
有
形

・
無
形
の
価
値
を
い
う
。
そ
れ

は
、
教
育
・
研
究
の
実
績
、
伝

統
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
信

頼
性
な
ど
の
価
値
を
意
味
し
、

未
来
に
向
け
価
値
創
造
し
て
い

る
姿
が
評
価
さ
れ
て
い
る
状
態

を
目
指
す
。
ま
た
、
学
生
や
卒

業
生
、
教
職
員
、
保
護
者
な
ど

の
関
係
者
が
、
国
学
院
大
学
に

誇
り
を
持
て
る
よ
う
に
各
種
施

策
を
実
行
す
る
。

戦 

略
２
：「
豊
か
な
知
」と
は
、
知

識
の
獲
得
な
ら
び
に
、
そ
れ
を

運
用
す
る
能
力
で
あ
り
、
市
民

性
と
公
共
性
、
倫
理
観
な
ど
を

含
む
も
の
と
す
る
。
正
課
で
の

学
び
、
サ
ー
ク
ル
活
動
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
ま
た
国
際
社

会
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
培
わ

れ
る
も
の
と
考
え
る
。
入
学
か

ら
卒
業
ま
で
の
一
貫
し
た
教
育

と
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
留
学
、外

国
人
学
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
等
の
実
践
的
な
経
験
を

主
な
取
り
組
み
と
し
て
い
る
。

戦 

略
３
：「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
と
は

「
ロ
ー
カ
ル
」
の
集
合
体
で
あ

り
、
多
様
性
を
尊
重
し
、
他
者

を
理
解
す
る
こ
と
が
真
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
で
あ
る
。
そ
の
一
歩

と
し
て
、
日
本
語
・
日
本
文
化

・
神
話
等
の
日
本
文
化
の
知
識

を
獲
得
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組

み
と
、
他
文
化
と
の
比
較
に
よ

る
日
本
文
化
の
相
対
的
な
理
解

に
関
す
る
取
り
組
み
を
通
し

て
、
日
本
の
育
ん
で
き
た
文
化

・
精
神
性
に
つ
い
て
学
ぶ
。

戦 

略
４
：
教
育
の
質
保
証
は
、
優

れ
た
研
究
成
果
が
教
育
に
反
映

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
担
保
さ

れ
る
。
組
織
的
に
研
究
の
活
性

化
を
図
り
、
そ
の
成
果
を
３
ポ

リ
シ
ー
に
基
づ
き
、
教
育
に
適

切
に
反
映
し
て
い
く
施
策
を
展

開
す
る
。
ま
た
、
３
ポ
リ
シ
ー

に
基
づ
い
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
を
不
断
に
展
開
促
進
し
て
い

く
こ
と
に
よ
っ
て
も
質
保
証
を

実
現
す
る
。

戦 

略
５
：
３
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
く

入
学
か
ら
卒
業
ま
で
の
一
貫
し

た
教
育
を
は
じ
め
、
ポ
リ
シ
ー

に
基
づ
い
た
体
制
構
築
の
検
証

や
、
成
果
を
確
認
す
る
一
連
の

サ
イ
ク
ル
を
整
備
す
る
。
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
と
、
教

育
課
程
、
教
育
組
織
、
教
員
業

績
な
ど
の
整
合
性
や
、
教
育
・

研
究
支
援
シ
ス
テ
ム
の
整
備
・

各
施
設
の
充
実
も
含
め
、
不
断

の
検
証
の
も
と
に
教
育
・
研
究

活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
る
そ
の

過
程
が
、「
標
」と
な
る
こ
と
を

目
指
す
。

戦 

略
６
：
組
織
の
役
割
を
体
系
的

に
整
理
し
、
意
思
決
定
プ
ロ
セ

ス
の
見
直
し
と
適
切
な
権
限
委

譲
に
よ
っ
て
、
創
造
的
な
改
革

を
視
野
に
入
れ
た
重
要
な
課
題

解
決
に
注
力
で
き
る
体
制
を
整

え
る
。

戦 

略
７
：
教
職
員
が
、
学
協
会
や

政
府
、
自
治
体
の
委
員
会
な
ど

公
共
性
の
あ
る
団
体
へ
参
画
す

る
こ
と
を
通
じ
て
、
社
会
と
の

接
点
を
増
や
し
、
研
究
成
果
や

国
学
院
大
学
が
持
つ
固
有
の
価

値
を
、
有
効
に
活
用
す
る
。
教

職
員
の
活
動
を
組
織
的
に
支
援

し
、
社
会
の
負
託
に
応
え
る
こ

と
で
、
評
価
を
得
て
い
く
。

戦 

略
８
：
本
計
画
の
実
効
性
を
高

め
る
に
は
、
教
職
員
一
人
ひ
と

り
の
参
画
意
識
と
、
資
質
・
能

力
の
向
上
が
必
須
で
あ
る
。
組

織
的
・
体
系
的
な
研
修
制
度
を

確
立
し
、
職
位
、
職
階
、
経
年

な
ど
に
応
じ
て
適
切
な
育
成
を

行
い
、
計
画
を
推
進
し
て
い
く

力
を
養
う
。

国
学
院
大
学

「標
し る べ

」と「大人」をキーワードに展開

 

21
世
紀
研
究
教
育
計
画（
第
４
次
）

挙
き ょ

手
し ゅ

人
じ ん

面
め ん

土
ど

器
き

今月の資料

時　代：古墳時代（前期）・４世紀 
出土地：長野県長野市若穂保科　片山遺跡出土 
 
　千曲川支流の保科川南岸に所在する片山遺跡は、
大きな石の下に古墳時代前期の土器が埋納されていた特殊な遺跡。本資
料は、身体に見立てられた類例のない土器であり、胴部に顔面を表現
し、腕を模した一対の突起を持ちます。一緒に出土した高杯・壺・器台
と同じく、４世紀中頃に作られたものでしょう。近くの和田東山古墳群
や、大星山古墳群を営んだ人々が用いたものでしょうか。 
 
展示案内： 本資料は、博物館の常設展示（考古展示室）でご覧いただけます。
ウェブサイト案内：http://museum.kokugakuin.ac.jp/ 

は、

No.1



8平成29年４月 10日㈪　No. 656

学
生
部
長
賞
に
４
団
体
・
15
人

　

平
成
28
年
度
の
学
長
特
別
賞

に
、
柔
道
の
国
際
大
会
で
優
勝

し
た
藤
阪
泰た

い
こ
う恒
君
（
健
体
３
・

柔
道
部
）
が
選
ば
れ
た
。
学
長

特
別
賞
は
、
課
外
活
動
に
お
い

て
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
、

本
学
の
名
を
大
い
に
高
め
た
学

生
・
団
体
を
表
彰
す
る
学
生
部

長
賞
の
中
か
ら
特
に
優
れ
た
功

績
を
残
し
た
者
に
贈
ら
れ
る
。

藤
阪
君
は
２
月
に
行
わ
れ
た
、

ワ
ー
ル
ド
柔
道
ツ
ア
ー
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
オ
ー
プ
ン
・
ロ
ー
マ
大

会
60
㎏
級
で
の
優
勝
を
は
じ

め
、
国
内
外
で
行
わ
れ
た
複
数

の
大
会
で
好
成
績
を
収
め
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
た
。
ま
た
、
全

日
本
柔
道
連
盟
の
男
子
Ｂ
強
化

選
手
に
も
選
ば
れ
て
お
り
、
東

京
五
輪
な
ど
で
の
活
躍
も
期
待

さ
れ
て
い
る
。

　

４
月
２
日
の
表
彰
式
で
赤
井

益
久
学
長
か
ら
賞
状
が
贈
ら
れ
、

そ
の
活
躍
が
た
た
え
ら
れ
た
。

　

藤
阪
君
は
「
こ
の
よ
う
な
賞

は
誰
で
も
も
ら
え
る
も
の
で
は

な
い
の
で
大
変
光
栄
で
す
。
坂

本
大
記
監
督
と
川
上
智
弘
コ
ー

チ
に
外
国
人
対
策
を
見
て
も
ら

っ
た
お
か
げ
で
結
果
が
出
ま
し

た
」
と
師
へ
の
謝
辞
を
述
べ
、

「
こ
れ
か
ら
も
柔
道
だ
け
で
な

く
、
勉
学
に
も
励
ん
で
い
き
た

い
、
と
い
う
引
き
締
ま
っ
た
思

い
で
す
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

　

学
生
部
は
、
学
生
の
課
外
活
動

の
助
成
と
向
上
等
を
目
的
と
し
た

昨
年
度
の
学
生
部
長
賞
の
受
賞
団

体
と
個
人
を
決
定
し
た
。
今
回
の

受
賞
は
４
団
体
と
個
人
15
人
。

　

表
彰
式
は
、
３
月
15
日
午
後
５

時
30
分
か
ら
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
若

木
タ
ワ
ー
有
栖
川
宮
記
念
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
た
。
表
彰
式
で
は
、
黒

﨑
浩
行
学
生
部
長
・
神
道
文
化
学

部
教
授
か
ら
賞
状
と
副
賞
が
贈
ら

れ
た
。
受
賞
団
体
・
個
人
、
受
賞

理
由
は
以
下
の
と
お
り
（
敬
称
略

・
順
不
同
、
所
属
は
当
時
）。

◎
団
体
の
部

◆ 

剣
道
部
▽
第
42
回
関
東
女
子
学

生
剣
道
優
勝
大
会
準
優
勝
、
第

17
回
関
東
女
子
学
生
剣
道
新
人

戦
大
会
優
勝

◆ 

ド
リ
ル
競
技
部
S
E
A
L
S
▽

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
&
ダ
ン
ス

全
国
選
手
権
U
S
A
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ズ
２
０
１
６　

大
学
編
成

P
o
m
―
S
m
a
l
l
部
門
１

位
◆ 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
▽
関
東
大
学

対
抗
競
技
大
会　

準
優
勝

◆ 

吹
奏
楽
部
▽
第
50
回
定
期
演
奏

会
の
開
催
及
び
日
ご
ろ
の
大
学

に
対
す
る
貢
献

◎
個
人
の
部

◆ 

有
働
日
向
子
（
日
文
2
・
剣
道

部
）
▽
第
48
回
関
東
女
子
学
生

剣
道
選
手
権
大
会
第
3
位

◆ 

飯
塚
奈
歩
（
経
4
・
ス
キ
ー

部
）
▽
第
31
回
全
日
本
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
大
会
ス
ー
パ
ー
ジ
ャ
イ

ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
優
勝

◆ 

藤
阪
泰
恒
（
健
体
２
・
柔
道

部
）
▽
文
部
科
学
大
臣
賞
受

賞
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
ジ
ュ
ニ
ア
国

際
柔
道
大
会
男
子
60
㎏
級
準
優

勝
、
２
０
１
７
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

オ
ー
プ
ン
・
ロ
ー
マ
国
際
柔
道

大
会　

男
子
60
㎏
級
優
勝

◆ 

二
見
省
吾
（
経
2
・
柔
道
部
）

▽
ジ
ュ
ニ
ア
国
際
大
会
２
０
１

６
年
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ

ッ
プ
ブ
ラ
ジ
ル
大
会
日
本
代
表

と
し
て
団
体
優
勝
及
び
全
日
本

学
生
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
体
重
別
選

手
権
大
会
男
子
90
㎏
級
準
優
勝

◆ 

泊
耕
大
（
健
体
2
・
柔
道
部
）

▽
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
体
重

別
選
手
権
大
会
男
子
66
㎏
級
第

3
位

◆ 

島
田
隆
志
郎
（
健
体
1
・
柔
道

部
）
▽
ジ
ュ
ニ
ア
国
際
大
会
２

０
１
６
年
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
カ
ッ
プ
ブ
ラ
ジ
ル
大
会
日
本

代
表
と
し
て
団
体
優
勝
及
び
全

学長特別賞に柔道部・藤阪泰恒君

「学生が選ぶ
ベスト・ティーチング賞」表彰
　教育開発推進機構教育開発センターでは、
「学生による授業評価アンケート」に基づ
く顕彰制度「ベスト・ティーチング賞」を
実施している。昨年度は、「到達目標の達成
度」基準でマーク・ザイオン兼任講師（文学
部）、恩田哲也兼任講師、高橋康輝兼任講師
（以上人間開発学部）、「総合満足度」基準
で、矢部健太郎教授、吉住香織兼任講師、綿
引光友兼任講師（以上文学部）、長浜尚史兼
任講師（人間開発学部）の受賞が決まった。表
彰式は3月29日に渋谷キャンパスで行われ、
赤井益久学長から正賞と副賞が手渡された。

院友神職会から寄付目録贈呈
　卒業生の神職によって組織される国学院大
学院友神職会から、支援奨学資金として本学
に寄付が贈られ、その目録の贈呈式が3月16
日に行われた。贈呈式では、松山文彦同会
会長（昭43修・76期神専攻、東京大神宮宮
司）から赤井益久学長に目録が手渡された。

オープンカレッジ   28人が修了
　本学のオープンカレッジは、昨年度55講
座を開講し、のべ1900人に〝学びの場〟を
提供してきた。オープンカレッジでは独自の
単位を設けていて、累計単位が32単位にな
った時点で、「国学院大学オープンカレッジ
修了証」を授与している。
　所定の単位を満たした昨年度の修了生は
28人。 ３ 月 １
日に修了式が行
われ、出席した
12人に公開講
座委員長の小川
直之文学部教授
から修了証が授
与された。

学生証一新
　平成29年度か
ら、本学の学部
・大学院などの
学生証の券面デ
ザインが一新さ
れた。デザイン
の変更は、平成16年度以来13年ぶり。スク
ールカラー（赤紫）を取り入れるなどしてい
る。機能の変更はない。
　新デザインのカードは、今年度の入学者な
どから順次切り替えられる。在学生は、有効
期限内は、従来の学生証を使用する。

若木育成会から教育環境整
備協賛金目録贈呈
　３月19日、グランドプリンスホテル新高
輪で、「若木育成会教育環境整備協賛金目録
贈呈式」が行われた。三竹俊彦同会会長から
赤井益久学長に目録が贈呈された。
　若木育成会は在学生保護者の組織。大学と
保護者との連絡を
密にし、学生の勉
学と福祉、大学教
育の振興充実、併
せて会員相互の親
睦を図ることを目
的としている。今
回の協賛金は教育
環境整備のために
活用される予定。

フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
ダ
ブ

ル
ス
準
優
勝
、
平
成
28
年
度
秋

季
首
都
リ
ー
グ
戦
・
ダ
ブ
ル
ス

選
手
権
大
会　

男
子
優
勝

◆ 

矢
野
瑞
季
（
初
教
3
）
▽
第
58

回
全
日
本
女
流
ア
マ
チ
ュ
ア
囲

碁
選
手
権
大
会　

第
4
位

◆ 

真
船
啓
太
（
法
3
・
軟
式
野
球

部
）
▽
東
都
学
生
軟
式
野
球
1

部
秋
季
リ
ー
グ
戦　

首
位
打
者

・
敢
闘
賞
・
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン

（
外
野
手
）

◆ 

冨
田
剛
弘
（
神
文
1
・
ス
ポ
ー

ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
部
）
▽
第
23
回

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
全
日
本

学
生
選
手
権
大
会　

男
子
長
剣

フ
リ
ー
新
人
の
部　

優
勝

◆ 

山
崎
剛
（
経
営
3
・
硬
式
野
球

部
）
▽
東
都
大
学
野
球
春
季
1

部
リ
ー
グ
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
（
二

塁
手
）、
第
40
回
日
米
大
学
野

球
選
手
権
大
会
日
本
代
表
選
出

　

日
本
優
勝

◆ 

久
保
田
昌
也
（
健
体
4
・
硬
式

野
球
部
）
▽
東
都
大
学
野
球
春

季
1
部
リ
ー
グ
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン

（
外
野
手
）

◆ 

岡
部
祐
太
（
哲
４
・
硬
式
野
球

部
）
▽
東
都
大
学
野
球
春
季
１

部
リ
ー
グ
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
（
三

塁
手
）

◆ 

松
本
理
沙
（
日
文
３
・
卓
球

部
）
▽
平
成
28
年
度
秋
季
関
東

学
生
卓
球
２
部
リ
ー
グ　

殊
勲

賞

日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選
手
権

大
会
男
子
73
㎏
級
準
優
勝

◆ 

齋
藤
翔
一
（
史
4
・
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
部
）
▽
第
67
回
関
東
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
ダ
ブ
ル

ス
準
優
勝
、
平
成
28
年
度
秋
季

首
都
リ
ー
グ
戦
・
ダ
ブ
ル
ス
選

手
権
大
会　

男
子
優
勝

◆ 

宮
城
利
紀
（
神
文
3
・
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
部
）
▽
第
67
回
関
東
ソ
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i n t e r v i e w

柔
道
部 

藤
阪
君
、二
見
君 

国
際
大
会
で
優
勝

強化部会主なスケジュール（5月）
硬式野球部＝東都大学野球春季1部リーグ
戦　対中央大①（５／１㈪13：30・神宮球
場）　、同②（５／２㈫10：30・同）、対東
洋大①（５／９㈫13：00・同）、同②（５／
10㈬10：30・同）、対亜細亜大①（５／16㈫
11：00・同）、同②（５／17㈬13：30・同）
柔道部＝平成29年度東京学生柔道優勝大会
（５／28 ㈰９：30・日本武道館）
剣道部＝第63回関東学生剣道選手権大会
（５／14㈰９：00・日本武道館）、第49回関
東女子学生剣道選手権大会（５／20㈯９：
00・東京武道館）
蹴球部＝東京都大学サッカーリーグ戦１部
対一橋大（５／７㈰）、対東京経済大（５／ 
14㈰）、対帝京大（５／21㈰）、対明治学院
大（５／28㈰）時間・場所は同部HPなどで
確認を。
卓球部＝関東学生卓球春季リーグ戦　男子２
部（５／19㈮～21㈰・所沢市民会館）、女子
１部（５／４（木・祝）～5（金・祝）・港区スポーツセ
ンター、5／19㈮～21㈰・所沢市民会館）
ソフトテニス部＝関東学生ソフトテニス春季
リーグ戦　（５／６㈯～７㈰・千葉県白子
町）、関東学生ソフトテニスシングルス選手
権大会（５／８㈪・同）、関東学生ソフトテ
ニスダブルス選手権大会（５／９㈫～10㈬・
同）、関東ソフトテニス選手権大会（５／27 
㈯～28㈰、茨城県神栖市）
※予定は天候等により変更になる場合あり。

団体・個人の成績
スキー部＝秩父宮杯・秩父宮妃杯第90回全
日本学生スキー選手権大会（全日本学生スキ
ー連盟主催）が2月20日から24日まで岩手県
内で行われた。男子は所属する1部で総合14
位、女子は所属する2部で総合17位だった。
ソフトテニス部＝首都学生ソフトテニス春季
リーグ戦が４月９日に東京経済大学村山校舎
テニスコートで行われた。１部に所属する女
子は、４勝１敗・勝ち点４で初優勝を果たし
た。初戦を落としたものの、２戦以降は接戦
を制し勝利を重ねた。最終成績で東京経済大
学と並んだが、直接対決の結果、同部の優勝
が決まった。同部は、昨春１部昇格したばか
り。
ドリル競技部SEALS＝USA School & College 
Nationals 2017 -高校Song・大学-（USAジャ
パン主催）が、３月28日に幕張メッセで行
われた。同部は、大学編成Pom-Small部門で
昨年に続き連覇を果たした。

合同企業説明会
　３月６日から９日の４日間、渋谷キャンパ
ス120周年記念１号館で、本学キャリアサポ
ート課主催の平成29年度末卒業予定者を対
象とした学内合同企業説明会が行われた。
４日間で本学学生の採用意欲が高い企業・
団体計約200社が各教室にブースを設けたの
に対し、のべ約2400人の学生が各企業説明
会に参加した。説明会は、午前の部が午前
９時30分から、午後の部が午後１時50分か

ら で、40分 の
説明を各4回行
うスケジュール
で進められた。
学生たちは、こ
の貴重な機会を
利用して、多く
の会社情報を得
ようと熱心に教
室をめぐってい
た。

　

２
、
３
月
に
行
わ
れ
た
柔
道
の

国
際
大
会
で
本
学
柔
道
部
員
が
、

大
き
な
成
果
を
挙
げ
た
。

　

２
月
18
日
・
19
日
に
イ
タ
リ
ア

・
ロ
ー
マ
で
行
わ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
オ
ー
プ
ン
・
ロ
ー
マ
大
会
男
子

60
㎏
級
で
は
、
藤
阪
泰
恒
君
（
健

体
３
）
が
優
勝
。
藤
阪
君
は
、
ジ

ュ
ニ
ア
の
国
際
大
会
で
は
優
勝
の

実
績
が
あ
る
が
、
シ
ニ
ア
の
大
会

で
は
今
回
が
初
め
て
。
全
日
本
柔

道
連
盟
の
強
化
選
手
と
し
て
東
京

五
輪
の
候
補
選
手
の
一
人
と
し
て

さ
ら
な
る
成
長
が
期
待
さ
れ
る
。

　

３
月
４
日
・
５
日
に
行
わ
れ
た

２
０
１
７
年
香
港
オ
ー
プ
ン
大
会

で
は
、
男
子
90
㎏
級
に
出
場
し
た

二
見
省
吾
君
（
経
３
）
が
優
勝
を

果
た
し
た
。
世
界
11
カ
国
の
選
手

が
出
場
し
た
同
大
会
で
、
二
見
君

は
、
準
決
勝
を
背
負
い
投
げ
で
一

本
勝
ち
。
決
勝
は
、
同
じ
日
本
代

表
で
昨
年
の
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
柔

道
体
重
別
選
手
権
大
会
で
同
階
級

優
勝
の
神
鳥
剛
君
（
明
治
大
）
と

対
戦
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
相
手

選
手
が
負
傷
に
よ
り
棄
権
し
、
二

見
君
の
優
勝
が
決
ま
っ
た
。

　

同
部
か
ら
は
４
月
15
日
㈯
、
16

日
㈰
に
ロ
シ
ア
・
サ
ン
ク
ト
ペ
テ

ル
ブ
ル
ク
で
行
わ
れ
る
ロ
シ
ア
ジ

ュ
ニ
ア
国
際
大
会
の
日
本
代
表
と

し
て
、
73
㎏
級
に
島
田
隆
志
郎
君

（
健
体
２
）
が
選
出
さ
れ
て
い

る
。

　

毎
年
、
白
熱
し
た
激
戦
が
続
く
東
都
大
学
リ
ー
グ
１

部
の
常
連
校
と
し
て
活
躍
す
る
硬
式
野
球
部
。
山
崎
剛

君
（
経
営
４
）
は
、
２
年
時
に
は
打
率
4
割
を
記
録
し

て
首
位
打
者
も
獲
得
し
た
巧
打
好
守
の
内
野
手
だ
。
大

学
生
活
最
後
と
な
る
今
年
は
東
都
大
学
リ
ー
グ
史
上
24

人
目
と
な
る
通
算
1
0
0
安
打
の
大
記
録
に
挑
む
。

　
　
　

硬
式
野
球
部
は
１
９
１
７
年
に
創
部
。
１
９
３

１
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
東
都
大
学
野
球
リ
ー
グ
で
１

部
リ
ー
グ
の
常
連
校
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

山 

崎
剛
選
手
（
以
下
、
山
崎
）
…
は
い
。
東
都
リ
ー
グ

は
、
毎
年
、
上
位
の
部
の
最
下
位
と
そ
の
下
の
部
の

優
勝
チ
ー
ム
で
入
れ
替
え
戦
が
行
わ
れ
ま
す
。
い
つ

も
1
部
リ
ー
グ
に
い
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

毎
試
合
、
少
し
も
気
が
抜
け
ま
せ
ん
。
自
分
た
ち
も

毎
年
、
す
ご
く
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
あ
り
ま
す
が
、
先

輩
方
が
ず
っ
と
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
歴
史
が
あ
る
の

で
、
甘
え
た
こ
と
は
言
っ
て
ら
れ
な
い
で
す
。

　
　
　

今
年
は
、
東
都
リ
ー
グ
史
上
24
人
目
と
な
る

「
通
算
1
0
0
安
打
」
達
成
の
大
記
録
ま
で
あ
と
31
安

打
と
迫
っ
て
い
ま
す
。

山 

崎
…
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

１
０
０
安
打
の

ほ
う
も
打
率
3
割
以
上
を
目
標
に
し
て
、
一
打
席
一

打
席
を
大
事
に
し
て
い
け
ば
、
結
果
と
し
て
つ
い
て

く
る
の
で
は
？
と
思
っ
て
い
ま
す
。
個
人
的
に
は
、

ず
っ
と
続
け
て
き
た
筋
ト
レ
の
成
果
も
出
て
、
長

打
力
も
つ
い
て
き
た
の
で
、
打
率
3
割
以
上
で
、

盗
塁
数
も
い
い
記
録
が
出
せ
る
よ
う
、
打
っ
て
、

守
っ
て
、
走
っ
て
の
活
躍
を
目
指
し
て
頑
張
り
た

い
で
す
。
で
も
い
ち
ば
ん
の
目
標
は
や
っ
ぱ
り
、

2
0
1
0
年
以
来
の
チ
ー
ム
の
リ
ー
グ
優
勝
。
最
終

学
年
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
ぜ
ひ
自
分
た
ち
の
代
で

優
勝
し
た
い
で
す
。

　
　
　

応
援
が
あ
る
と
力
が
出
る
か
と
思
い
ま
す
。
応

援
に
来
ら
れ
る
方
に
み
ど
こ
ろ
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

山 

崎
…
東
都
大
学
リ
ー
グ
は
、
一
試
合
、
一
試
合
が
接

戦
で
、
す
ご
く
面
白
い
と
思
い
ま
す
。
応
援
の
声
が

あ
る
と
燃
え
る
の
で
、
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
、
神

宮
球
場
ま
で
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

シ
ニ
ア
国
際
大
会
初
優
勝
の
藤
阪
君（
左
か
ら
２
人
目
）

優
勝
し
た
二
見
君（
壇
上
左
端
）

史
上
24
人
目
の

通
算
1
0
0
安
打
を
目
指
し
て

山
崎 

剛

硬
式
野
球
部

選
手

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
詳
細
は
、
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
国
学

院
メ
デ
ィ
ア
」
に
掲
載
。
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春
は
出
会
い
と
別
れ
を
多
く
経

験
す
る
季
節
だ
が
、
６
年
前
、
東

日
本
大
震
災
が
そ
こ
に
重
な
っ

た
。

　

福
島
県
立
博
物
館
な
ど
か
ら
な

る
「
ふ
く
し
ま
震
災
遺
産
保
全
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
っ
て
収
集
さ

れ
た
震
災
遺
産
の
展
示
が
、
昨
年

末
か
ら
こ
の
春
に
か
け
て
仙
台
、

東
京
、
会
津
若
松
で
行
わ
れ
た
。

そ
の
な
か
で
強
い
印
象
を
受
け
た

の
が
、
浪
江
町
の
新
聞
販
売
店
に

あ
っ
た
折
り
込
み
広
告
の
束
だ
っ

た
。
携
帯
電
話
や
ラ
ン
ド
セ
ル
な

ど
、
春
の
新
生
活
に
備
え
た
商
品

広
告
で
、
そ
れ
は
配
達
さ
れ
ず
に

残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

浪
江
町
の
請
戸
地
区
に
鎮
座
す

る
く
さ

野の

神
社
で
は
、
２
月
に
例
大

祭
（
安
波
祭
）
が
行
わ
れ
、「
請

戸
の
田
植
踊
」
が
奉
納
さ
れ
て
き

た
。
そ
の
踊
り
子
た
ち
も
家
族
や

親
戚
、
友
達
を
津
波
で
失
い
な
が

ら
原
発
事
故
の
た
め
各
地
で
避
難

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の

子
ど
も
た
ち
が
再
び
集
ま
り
、
田

植
踊
を
続
け
る
機
会
を
最
初
に
提

供
し
た
の
が
、
院
友
会
浜
通
り
支

部
長
の
山
名
隆
弘
氏
（
い
わ
き
市

・
大
國
魂
神
社
宮
司
）
だ
っ
た
。

　

震
災
以
降
毎
年
７
月
に
い
わ
き

市
で
行
わ
れ
る
「
東
日
本
大
震
災

慰
霊
鎮
魂
な
ら
び
に
復
興
祈
願　

千
度
大
祓
」
に
本
学
学
生
も
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
平

成
26
年
以
降
、
こ
の
行
事
で
請
戸

の
田
植
踊
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

だ
か
ら
、
の
べ
１
２
０
人
ぐ
ら
い

の
本
学
学
生
が
、
田
植
踊
を
継
承

す
る
踊
り
子
た
ち
に
間
近
に
接
し

て
き
た
こ
と
に
な
る
。

　

先
日
、
そ
の
踊
り
子
の
一
人

が
、
仙
台
に
あ
る
福
祉
系
の
大
学

に
入
学
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を

見
た
。
そ
の
大
学
を
め
ざ
し
た
き

っ
か
け
は
、
中
学
時
代
に
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
悩
み
を
聞
い

て
も
ら
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
と
い

う
。
震
災
に
よ
る
喪
失
と
そ
の
後

の
出
会
い
が
人
生
の
選
択
に
結
び

つ
い
て
い
る
こ
と
に
あ
ら
た
め
て

気
づ
か
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
今
年

本
学
に
入
学
し
た
学
生
た
ち
の
そ

れ
ぞ
れ
の
境
涯
に
思
い
を
馳
せ

た
。

７
年
目
の
春 若木が丘

だより
神道文化学部教授・

学生部長

黒﨑 浩行

個
人
情
報
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

　

「
国
学
院
大
学
学
報
」
を
編
集

す
る
広
報
課
で
は
、「
国
学
院
大

学
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規

程
」
に
基
づ
い
た
上
で
、
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
の
報
道
で
得
た
情
報
、
当

課
で
独
自
に
取
材
し
た
情
報
、
本

学
学
生
生
活
課
に
報
告
さ
れ
た
学

生
団
体
・
個
人
の
大
会
成
績
・
企

画
書
な
ど
で
得
た
情
報
、
本
学
が

主
催
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果
な

ど
を
、
本
紙
や
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
は
じ
め
当
課
が
扱
う
広
報
媒

体
で
公
表
し
て
い
ま
す
。
公
表
を

希
望
さ
れ
な
い
方
は
事
前
に
当
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

総
合
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本紙へのご感想をお待ちしています
　「国学院大学学報」では、読者の皆様からのご意見・ご感想を募集し
ています。今後、定期的に本紙にて「読者の声」を紹介していく予定で
す。掲載された方には、本学オリジナルグッズを進呈いたします。ご投
稿は以下の要領でお願いします。
①今号の満足度５段階（低１～５高）②本紙へのご意見③住所④氏名⑤
所属など（在学生の場合〈学科・学年〉、保護者、院友〈本学卒業生〉、
本学・本法人教職員、その他いずれか）を明記の上、はがき・ＦＡＸで
国学院大学広報課（連絡先は１面参照）まで
お送りください。また、ＱＲコードよりＥメ
ール作成画面を開くことができます。なお、
お送りいただいた方の個人情報は法令に基づ
いて取り扱いいたします。
※ お寄せになられた原稿・お便りは返却いた
しません

支部名 日　程 時間 会　場

北海道道北 7月  9日㈰ 15:00 藤田観光ワシントンホテル旭川

北海道道東 7月30日㈰ 13:30 ホテルクラウンヒルズ釧路

北海道道央 7月  8日㈯ 14:00 北海道神宮頓宮

北海道道南 6月25日㈰ 13:00 ホテル函館ロイヤル

青 森 県 6月24日㈯ 13:00 ホテル アベスト青森

岩 手 県 7月30日㈰ 13:30 盛岡地域交流センター「マリオス」

宮 城 県 7月16日㈰ 13:00 ホテルJALシティ仙台

秋 田 県 7月29日㈯ 13:00 イヤタカ

山 形 県 7月15日㈯ 13:00 大手門パルズ

福 島 県 7月  1日㈯ 13:00 郡山ビューホテル

茨 城 県 6月11日㈰ 13:00 三の丸ホテル

栃 木 県 7月  9日㈰ 13:00 国学院大学栃木学園教育センター

群 馬 県 6月18日㈰ 13:30 高崎ワシントンホテルプラザ

埼 玉 県 6月  4日㈰ 13:00 本学渋谷キャンパス

千 葉 県 8月  6日㈰ 13:00 本学渋谷キャンパス

東京都第一 7月23日㈰ 10:30 本学渋谷キャンパス

東京都第二 7月23日㈰ 10:30 本学渋谷キャンパス

東京都第三 7月23日㈰ 10:30 本学渋谷キャンパス

東京都第四 7月23日㈰ 10:30 本学渋谷キャンパス

神 奈 川 県 6月25日㈰ 11:00 本学渋谷キャンパス

新 潟 県 6月17日㈯ 13:00 長岡グランドホテル

富 山 県 6月17日㈯ 14:00 富山第一ホテル

石 川 県 6月18日㈰ 14:00 ホテル金沢

福 井 県 6月17日㈯ 14:00 福井フェニックスホテル

山 梨 県 7月29日㈯ 13:00 かいてらす 山梨県地場産業センター

長野県東北信 6月18日㈰ 13:00 長野バスターミナル会館

長野県中南信 7月30日㈰ 13:00 ホテル紅や

岐 阜 県 7月15日㈯ 13:00 岐阜キャッスルイン

静岡県東部 7月  2日㈰ 13:00 ホテルグランド富士

支部名 日　程 時間 会　場

静岡県中部 7月  1日㈯ 13:30 静岡グランドホテル中島屋

静岡県西部 7月17日㈪ 13:00 ホテルクラウンパレス浜松

愛 知 県 7月16日㈰ 13:00 キャッスルプラザ

三 重 県 5月28日㈰ 14:00 ホテルグリーンパーク津

滋 賀 県 7月23日㈰ 14:00 ホテルグランヴィア京都

京 都 府 7月23日㈰ 14:00 ホテルグランヴィア京都

大 阪 府 7月  2日㈰ 13:00 泉殿宮

兵 庫 県 7月22日㈯ 14:00 生田神社会館

奈 良 県 5月27日㈯ 13:00 春日大社感謝共生の館

和 歌 山 県 7月  1日㈯ 13:30 和歌山県JAビル

鳥 取 県 6月11日㈰ 11:00 倉吉シティホテル

島 根 県 6月10日㈯ 10:30 ニューウェルシティ出雲

岡 山 県 6月24日㈯ 13:00ピュアリティまきび

広 島 県 7月  9日㈰ 13:30 広島ガーデンパレス

山 口 県 6月25日㈰ 13:00 遠石会館

徳 島 県 5月28日㈰ 15:00 ザ グランドパレス

香 川 県 6月  4日㈰ 13:00 高松東急REIホテル

愛 媛 県 6月  3日㈯ 14:00 国際ホテル松山

高 知 県 5月27日㈯ 13:00 オリエントホテル高知

福 岡 県 7月  8日㈯ 13:00 ホテルセントラーザ博多

佐 賀 県 6月10日㈯ 14:00 佐賀ワシントンホテルプラザ

長 崎 県 6月11日㈰ 13:00 諫早観光ホテル道具屋

熊 本 県 8月  6日㈰ 14:00 ホテル日航熊本

大 分 県 5月28日㈰ 14:00 悠彩の宿　望海

宮 崎 県 5月27日㈯ 13:30 宮崎観光ホテル

鹿 児 島 県 8月  5日㈯ 13:30 ホテル吹上荘

沖 縄 県 6月  3日㈯ 14:00 パシフィックホテル沖縄

若木育成会「支部の集い」スケジュール

若木育成 会若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若木若若木木木木木木木育育育木木木木木木木木木木若若若若木木木木木育若 育木木木木木木木木若若 育成育育育育成育成成成成成成成成成成成成成成育成育成育育育育育成育育成成成成成育成成成成成育育育育 会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

「支部の集い」にご出席を 
 本学の学部・専攻科・別科在学生
（外国人留学生除く）の保護者らで
組織される若木育成会では、平成
29年度「支部の集い」を開催しま
す。本学の現況、学修・就職状況等
の説明に加え、疑問や悩みについて
個別面談でも対応します。新入生の

保護者にとっては本学を知る初めて
の機会ですので、ぜひご出席を。
　 若木育成会ホームページ（https://
www.kokugakuin.ac.jp/student/
ikuseikai/p5/p1）
・ ・ 別表参照
若木育成会員
 開催１か月前頃に郵送する案内状に
同封の出席回答ハガキを指定期日ま
でに投函
校友課☎03・5466・0131

ＬＬＣＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＣＬＬＬＬＣＬＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＬＣＬＣＬＬＬＬＬＣＬＬＣＣＣＣＬＣＣＣＬＬＬ

ＴＯＥＩＣ学内テスト 
 ＬＬＣでは、年に６回、団体受験特別
制度（ＩＰ：Institutional Program）と
してＴＯＥＩＣ ＩＰテストを実施
しています。公開テストとＩＰテス
トのスコアの有効性はＴＯＥＩＣ主
催団体により同一とされています。
　※ 企業、大学等により基準が異なる
場合もあります
５月20日㈯、７月15日㈯他
 14時30分集合、17時15分解散予定
（実際の試験時間は２時間）

 渋谷キャンパス（教室は試験１週間
前をめどにお知らせします）
3500円
本学在学生
 後日決定する申し込み期間中に、自
動証紙発行機で証紙を購入し、各キ
ャンパスのＬＬＣに提出
▶ 渋谷キャンパス：ＬＬＣ（学修支
援センター相談室〈３号館３階〉
内）

　▶ たまプラーザキャンパス：ＬＬＣ
ＹＯＫＯＨＡＭＡ　ＯＦＦＩＣＥ
（１号館１階）

※ 情報は４月１日現在、詳細はＨＰ等
で確認を

キャリアサポートキャリアャキキキャキキキャャャャャキキャキキキキキャキキキャャャャャャャキキキャ アリリリアリリアリアアアアアアアリアリリリリャリャャ アリリリアアアャリアアアリアリリャ ア ポアアササササポササポサポポポポポポポサポサポササササアサアサアアサポサササポポポアサポポポササササア ポートポポーートトトトーーポポーポポ トトポ トトポポ トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

就活スタートガイダンス① 
 ３年生にとっては、いよいよ始まる
就活の準備に必須のツール就職ナビ
サイト（大手就職情報会社４社）の
特徴説明・一括登録を行います。ま
た、就活に必要な「就職カード」を

配布するほか、通常有料のSPI模擬
試験も無料配布します。
 ・ ５月15日㈪６限、 16日㈫６限、
17日㈬３限、17日㈬５限
渋谷キャンパス
３年生

※ 詳細確認・申し込みはＫ-ＳＭＡＰＹ
のキャリアサポートシステムから

博物 館博博博博博博博博物物物博博博博博博博博博博博博物物博博博博博物 館物物物物 館物 館館館館館館館館館館館館館物物物物物物物 館物物 館館館館物 館館館館館物物物

平成29年度「国学院大学 
春の特別列品 ―絵でみる 
日本のものがたり―」 

 「俵藤太物語」「竹取物語」「酒呑童
子」の３つの物語が描かれた絵巻物
や屏風など、国学院大学図書館が所
蔵する貴重資料を展示します。まと
めてお目にかけることの少ない資料
の数々をこの機会にじっくりとご覧
ください。
４月14日㈮～５月21日㈰
　※５月１日㈪～４日㈭は休館
10時～18時（入館は17時30分まで）
国学院大学博物館 企画展示室
無料

特集展示「神田祭今昔」 
 天下祭として知られる神田神社の例
祭「神田祭」。「神田神社 御造営・御修
復」、「神田御祭礼番附」（天保８年）、
「秋本治『こちら葛飾区亀有公園前派
出所』連載四十周年 江戸総鎮守 神
田明神 遷座四百年記念奉納絵巻」
（複製）など神田神社および国学院大
学所蔵資料から、神田祭の昔と今を
みていきます。神田神社共催。
４月14日㈮～５月21日㈰
　※５月１日㈪～４日㈭は休館
10時～18時（入館は17時30分まで）
国学院大学博物館 神道展示室
無料

※ 博物館関連イベントの問い合わせは、
☎03・5466・0359まで
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トインフォダイジェス 内容　 日にち　 時間　 場所　 対象　 申し込み　 料金　 問い合わせ
…… 在学生　 …… 卒業生　 …… 一般　 合合 …… 受験生

スキルアップ講座・検定の 
案内 

 本学では、在学生のキャリア支援の
一環として、外部専門学校（ＴＡＣ
およびＬＥＣ）と連携した資格取得
に向けた各種講座を展開していま
す。受講を希望する学生には受講料
の割引制度を用意しています。
本学在学生
 それぞれの専門学校もしくはエクス
テンション事業課

　（☎ 03・5466・0792）

イベント

オープンキャンパス 合合

 本学は、学びたい・知りたいという意
思のある人へ常に開放的でありたい
と思っています。オープンキャンパ
スでは大学の息遣いを直接感じるこ
とができます。行動した人だけが分
かる本学の価値に気づくはずです。
５月14日㈰、６月25日㈰
10時～16時
渋谷・たまプラーザ両キャンパス
入学課（☎03・5466・0141）

本学が参加予定の進学相談会 合合

 国学院大学では、各地で開催される
進学相談会に参加予定です。５、６
月の予定は表のとおりです。本学へ
の進学をお考えの受験生、保護者の
方はぜひご来場ください。
・ ・ 別表参照

International Coff ee Hour 
 学生の皆さんが新しい「なにか」と
出会える場、「International Coff ee 
Hour」を開催します。国際交流の
機会をきっかけに、なにかを感じ、
考え、行動しませんか。参加に必要
なのは、あなたが得意な言語（日
本語ももちろんＯＫ）と少しの勇
気です。Facebook グループページ 
（Kokugakuin K-STEP） に場所の変
更など最新情報を載せています。
７月21日㈮までのほぼ毎週金曜日

 渋谷キャンパス５号館３階テラス
（芝生があるところ）
５限（16時15分～16時45分）
本学在学生（事前登録不要）

生きがい講座2017 
 ①むかし遊びをやろう！＝昔から伝
わる運動遊びを、みんなで体験して
みましょう！　保護者の方の世代も
初めての体験かも!?②幼児に大切な
栄養は何？献立をたてるコツは？＝
「わが子に、栄養バランスのとれた
いいものを」との思いがかなうよ
う、バランスのとれた献立をたてる
コツと幼児期の心身の成長に関わる
栄養素について話します。地域ヘル
スプロモーションセンター主催。詳
細はＨＰを参照。
①５月20日㈯、②６月17日㈯
10時～11時
たまプラーザキャンパス
 ①小学３年生以上と保護者15組 
②未就学児と保護者20組
無料
 ＷＥＢフォーム（「国学院 地域ヘ
ルス」で検索）、ＦＡＸ（045・
904・7707）、 メ ー ル（kchpc
＠kokugakuin.ac.jp）のいずれか
で。氏名・年齢・電話番号・住所・
メールアドレス明記。
地域ヘルスプロモーションセンター

　(☎045・904・7707）

国学院大学・渋谷区民大学講座 
 ルーヴル美術館―永遠の美と新たな
魅力―
 ６月３日㈯
10時30分～12時
 常磐松ホール（渋谷キャンパス学術
メディアセンター１階）
 無料（定員200人）
 本学ホームページ（https://www.
kokugakuin.ac.jp）またはＦＡＸ

（03・5466・0528）、メール（jigyou
＠kokugakuin.ac.jp）で、住所・氏名
・電話番号・同伴者名を明記の上、５
月31日㈬までに申し込み
エクステンション事業課

　（☎03・5466・0769）

大学からの
お知らせ
大学大学大大大大学大大大学学大学学学学学大学学学学学学大学学大学大学大大大大大大大大学から学か学かかかかかかかからからら学 ららからからかかかかかかかか学か学か学学 らららららららららららららら大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大 のののののののののののののの
知おお知知お知おおおお知おおお知おおお知知知知知お知知知知知お知お知おおおおおお知 せららせらせら知ら知らせ知ら知ららせららららせせせ知らせらせせらせららら知らら知ら知知 せせせせせせせせせせせせせせせせおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお

教育充実資金（維持費）の 
お願い 

 本学では、財政を確立し教学の内容
維持・充実を図る目的で新入生の保
護者を対象に教育充実資金（維持
費）のご寄付をお願いしています。
任意ではございますが、本学の更な
る教育・研究の向上のため、何卒ご
理解とご協力をお願いいたします。
一口20万円、振込締切日は７月31
日㈪です。
保護者、大学院生
総務部総務課

　（☎03・5466・0111）

健康診断証明書について 

 平成29年度の健康診断証明書は５
月10日㈬から発行します。各種実
習・就職活動などで必要な場合は、
証明書自動発行機から発行して下さ
い。健康診断未受検・再検査未受検
・健康診断結果に所見のある人は当
日発行できません。期日に余裕を持
って手続きしてください。
保健室（☎03・5466・0148）

健康診断の結果票について 
　平成29年度の健康診断結果票の発
行開始は、６月１日㈭の予定です。保
健室にて年１回無料で発行できます。
健康診断の結果のため、健康診断証明
書としては使用できません。

保健室（☎03・5466・0148）

進学相談会一覧（５・６月開催分）
都道府県 都　市 会　場 日　付 時　間
北 海 道 札 幌 ベルビュオフィス札幌 ６月24日㈯ 10：00～17：00
青 森 青 森 青森国際ホテル ６月 ８日㈭ 14：30～18：00
青 森 弘 前 アートホテル弘前シティ ６月 ９日㈮ 14：30～18：00
岩 手 盛 岡 ホテルメトロポリタン盛岡ニューウィング ５月17日㈬ 14：30～18：30
宮 城 仙 台 仙台市情報産業プラザ アエル ５月22日㈪ 15：00～18：30
秋 田 秋 田 にぎわい交流館AU ６月 ７日㈬ 15：00～18：00
山 形 山 形 山形県JAビル ５月19日㈮ 14：30～18：00
茨 城 水 戸 水戸プラザホテル ５月30日㈫ 14：00～18：00
栃 木 宇 都 宮 マロニエプラザ ６月 ６日㈫ 14：00～18：30
栃 木 宇 都 宮 マロニエプラザ ６月 ７日㈬ 14：00～18：30
群 馬 高 崎 ビエント高崎 ５月20日㈯ 14：00～19：00
群 馬 高 崎 高崎アリーナ ６月16日㈮ 15：00～18：30
埼 玉 大 宮 大宮ソニックシティ ６月 ８日㈭ 15：00～18：30
埼 玉 大 宮 大宮ソニックシティ ６月 ９日㈮ 15：30～18：30
埼 玉 川 越 ウェスタ川越 ６月 ９日㈮ 15：30～18：30
埼 玉 大 宮 大宮ソニックシティ ６月19日㈪ 14：30～18：30
千 葉 幕 張 東京ベイ幕張ホール ６月11日㈰ 11：00～16：00
東 京 池 袋 池袋サンシャインシティ ５月27日㈯ 10：00～17：00
東 京 新 宿 新宿エルタワー ６月10日㈯ 13：00～17：00
東 京 新 宿 新宿NSビル ６月14日㈬ 15：30～18：30
東 京 池 袋 池袋サンシャインシティ ６月18日㈰ 11：00～16：00
神 奈 川 横 浜 横浜新都市ビル（そごう） ６月 ３日㈯ 13：00～17：00
神 奈 川 横 浜 横浜新都市ビル（そごう） ６月15日㈭ 15：30～19：00
新 潟 新 潟 朱鷺メッセ ５月21日㈰ 11：00～16：00
新 潟 新 潟 朱鷺メッセ ６月16日㈮ 15：00～18：30
山 梨 甲 府 アイメッセ山梨 ６月11日㈰ 11：00～16：00
長 野 松 本 ホテルブエナビスタ ６月13日㈫ 15：00～18：30
長 野 長 野 ビッグハット ６月14日㈬ 15：00～18：30
静 岡 静 岡 ツインメッセ静岡 ５月21日㈰ 11：00～16：00
静 岡 静 岡 ツインメッセ静岡 ６月 ６日㈫ 14：00～18：30
静 岡 浜 松 アクトシティ浜松 ６月 ７日㈬ 15：00～18：30
静 岡 沼 津 キラメッセぬまづ（プラサヴェルデ内） ６月 ８日㈭ 15：00～18：30
静 岡 静 岡 ツインメッセ静岡 ６月13日㈫ 13：30～17：00
愛 知 名 古 屋 ナディアパーク ６月10日㈯ 10：00～17：00
大 阪 大 阪 梅田センタービル ６月17日㈯ 10：00～17：00
広 島 広 島 基町クレド ６月11日㈰ 11：00～17：00
福 岡 福 岡 エルガーラホール ６月18日㈰ 10：00～17：00
沖 縄 沖 縄 沖縄市体育館 ６月 ６日㈫ 15：00～19：00
沖 縄 那 覇 沖縄県立武道館 ６月 ７日㈬ 14：30～19：00

　三井住友VISAカードと提携した新しいクレジット
カード「国学院カード」が登場しました。在学生には
「国学院カード」、卒業生・教職員には、「同クラシッ
ク」と「同ゴールド」をご用意。付帯サービスも続々
追加予定です。ぜひ三井住友VISAカードWEBサイ
ト内申し込みページからお申し込みください。

商品名

国学院カード 国学院カード クラシック 国学院カード ゴールド

追加カード
ラインナップ

入会資格 学生の方 卒業生および修了者の方 /
教職員の方 /関係者の方

卒業生および修了者の方 /
教職員の方 /関係者の方

申込資格

満 18歳以上の学生
（進学予定の 17歳は対象）
※ 国学院大学生活協同組合への加入
が必須条件になります。

満 18歳以上の方
（学生は除く）

原則として、満 30歳以上で、
ご本人に安定継続収入のある方

（学生は除く）
※ ゴールドカード独自の審査基準に
より発行させていただきます。

年会費 無　　料
・初年度無料　　　　　　　
・２年目以降 1,250 円 ＋ 税
ただし、前年に 50,000 円
カード利用で無料

10,000 円 ＋ 税
マイ・ペイすリボ＋Web明細により

初年度無料

卒業生も必携！
「国学院カード」
が新登場！

卒業生も必携！
「国学院カード」
が新登場！

「国学院カード」申し込みページURL「国学院カード」申し込みページURL

https://www.smbc-card.com/https://www.smbc-card.com/
nyukai/affi  liate/kokugakuin/nyukai/affi  liate/kokugakuin/
index.jspindex.jsp
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記念講演
経済学部の尾近裕幸教授

新入生宣誓
文学部・土井良記君

新入生宣誓
神道文化学部・小山侑香さん（左）と
人間開発学部・平野愛さん

学長告辞
赤井益久学長

来賓あいさつ
若木育成会の三竹俊彦会長

記念講演
神道文化学部の岡田莊司教授

新入生宣誓
経済学部・岩元ひろのさん

新入生宣誓
法学部・島崎隼輔君

国学院大学のマスコット・
こくぴょんも新入生を熱烈歓迎

本
学
の
入
学
式
に
集
っ
た
本
年
度
の
新
入
生
。

笑
顔
を
輝
か
せ
な
が
ら
、「
サ
ー
ク
ル
活
動
が
楽
し
み
」「
地
域
研
究
に
興
味
が
あ
る
」

「
文
学
の
す
ご
さ
を
学
び
た
い
」「
上
代
文
学
の
研
究
に
励
む
」
…
口
々
に
夢
を
語
っ
た
。

夢
も〝
満
開
〞

入
学
式

本本本本本
学
本
学
本本本
学
の
入
の
入
の
入入
学
式
学
式
学
式
に
集
に
集
に
集集

た
っ
た
っ
た
本
年
本
年
本
年
本

度
の
度
の
度
の
度

新新
入
新
入
新
入
生生生生
。。

本本

のの
度度度度
のののの
新新新新
入
新
入
新
入入入
生生生生
。
生
。

年年年

たた

本本本本

の
入
の

集集
っ
た
っ
た
っ


	170410国学院大学学報_1
	170410国学院大学学報_2
	170410国学院大学学報_3
	170410国学院大学学報_4
	170410国学院大学学報_5
	170410国学院大学学報_6
	170410国学院大学学報_7
	170410国学院大学学報_8
	170410国学院大学学報_9
	170410国学院大学学報_10
	170410国学院大学学報_11
	170410国学院大学学報_12

